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今週のキーワード

エラー訂正
フォールトトレラントQCが現実味を帯びる

31
件

記事数

9
カ国

対象国

99.99
%

ゲート忠実度

3
倍

伝送効率向上

今週の全31記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 MS Majorana 2 新技術発
表

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●○○
○

マイクロソフトがハードウェアレベルでエラー抑制す
る第2世代トポロジカル量子プロセッサ「Majorana 2
」を発表。フォールトトレラントQC実現への新道筋
。

#02 量子市場投資加速 市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

2026年前半に量子コンピューティング市場への投資
が加速。PsiQuantumとDiraqが政府提携や投資で大
規模化・商業化を推進。

#03 Quantinuum/SB白書 共同白書
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

Quantinuumとソフトバンクが共同白書を発表。Heli
osが古典計算限界を超える量子回路を実行可能である
ことを示し、実用化への期待を高める。

#04 ゲートエラー率収束 学術論文
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○

多様な量子コンピューティングプラットフォームで2
量子ビットゲートエラー率が収束し、耐故障性量子計
算への移行が加速していると論文が分析。

#05 固体スピンQC最適化 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

NISQデバイスで固体スピン量子ビット技術を最適化
する新フレームワークが提案され、拡張時間シミュレ
ーションを実現。量子技術開発を加速。

#06
Q-CTRL/理研ノイズ抑
制

技術報告
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

Q-CTRLと理研がIBM・Quantinuumハードウェアで
ノイズを抑制し、オープン量子システムのシミュレー
ション深度を40タイムステップまで拡大。

#07
Google
Willowエラー訂正

トレンド
記事

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●○○
○

GoogleのWillowチップがエラー訂正閾値以下で動作
を実証。2024年は量子コンピューティングの「信頼
性」確立の年と報じられた。

#08 ゲート忠実度こそ鍵 解説記事
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○

量子コンピューティングの暗号関連性は量子ビット数
でなくゲート忠実度が決定すると指摘。エラー訂正の
重要性を強調。

#09 Infleqtion中性原子QC 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○

Infleqtionが2027年にイリノイ州にフォールトトレラ
ントな中性原子量子コンピューターを配備し、エネル
ギーグリッド応用を目指す。

#10 IQM/ドイツ鉄道 実証実験
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○

IQMとドイツ鉄道が190路線実データで量子アルゴリ
ズムによる鉄道スケジューリングを実証。物流最適化
への応用可能性を示す。

#11 IonQゲート忠実度 企業発表
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○

IonQが2025年に99.99%の2量子ビットゲート忠実度
で世界記録を達成。最新QC「IonQ
Tempo」は主要パートナーが利用中。

#12 室温量子材料開発
学術ブレ
ークスル

ー

●●●●
●

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

LSU物理学者が世界初の室温量子材料を開発。極低温
冷却不要で量子コンピューティングや量子通信に革命
をもたらす可能性。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13 日立/Intel/AIST QC 国家プロ
ジェクト

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
●

日立、Intel K.K.、AISTがNEDOと連携し、2029年ま
でに1000量子ビット級シリコン量子コンピューター
開発を目指す。

#14 QC性能比較 技術比較
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

Quantinuum Helios、Google Willow、Atom
Computing AC1000など主要量子コンピューターの
性能比較と各分野での優位性を分析。

#15 多体絡み合い効率向上 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

量子ネットワークにおける多体絡み合い状態の生成効
率を大幅に向上させるリソース効率的プロトコルがar
Xivで公開された。

#16 MS/Quantinuum協力 業界レポ
ート

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●○○
○

MicrosoftとQuantinuumが低エラー論理操作で協力
し、NAND Researchがエンタープライズ向け量子ク
ラウドコンピューティングガイドを公開。

#17
量子テレポーテーショ
ン

技術ブレ
ークスル

ー

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

半導体量子ドットで量子テレポーテーションの伝送効
率が3倍向上。安全な量子ネットワーク実現に向けた
重要な進展。

#18 中国九章四号 国家発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

中国の量子コンピューター「九章四号」が新たな世界
記録を樹立。AIと量子技術の両分野で中国の急速な進
歩を強調。

#19
DOEフォールトトレラ
ント

国家戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○

米国エネルギー省（DOE）が2028年までのフォール
トトレラント量子コンピューター実現を目標。ライス
大学がエラー訂正デコード研究で参加。

#20 American Binary PQC 製品発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

米American BinaryがNSA CNSA
2.0準拠の量子耐性暗号アーキテクチャ「Ambit
Client」を発表。暗号アジリティも提供。

#21 QC実用性転換点 市場分析
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○

2024-2025年に量子コンピューティングは実用性への
大きな転換点を迎えたと分析。Google
Willowのエラー訂正閾値超過が象徴。

#22 経営ボード必須スキル 市場予測
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

Robert Halfが、2029年までに量子コンピューティン
グが金融・製薬・製造業の経営ボードにとって必須ス
キルになると予測。

#23 AIと量子競争加速 トレンド
記事

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

AIと量子コンピューティング競争が加速。Google Wil
lowのエラー訂正スケーリングなど画期的進展が続き
、中国の急速な進歩も強調。

#24 Semicon India 2.0 国家政策
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

インド内閣が「Semicon India Programme 2.0」を
承認。量子コンピューティング含む半導体エコシステ
ム構築を目指す。

#25 Blockchain PQC 製品発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○

Blockchain Computer Inc.が量子耐性暗号（PQC）
搭載の「自律型AI経済向け信頼インフラ」を発表。次
世代デジタル経済のセキュリティ強化。

#26 QSTスパコン公募 公募情報
●○○○

○
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
量子科学技術研究開発機構が2026年度IFERC-CSCス
パコン利用公募を開始。核融合研究を加速。

#27 Quantinuum/SB白書2 共同白書
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

Quantinuumとソフトバンクが共同白書を発表。フォ
ールトトレラント時代の量子化学・グラフ解析活用事
例を拡大し、量子AIデータセンターサービスに活用。

#28 QCiシェルフ登録 企業財務
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●○○○

○

Quantum Computing Inc.がESOP向けに最大1.18億
ドルの普通株式シェルフ登録を申請。希薄化リスクと
成長戦略を分析。

#29
韓国Raon Secure
PQC

製品導入
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

韓国Raon SecureがNH農協損害保険に耐量子暗号（P
QC）を供給。金融界の量子セキュリティ競争が本格
化。

#30 量子材料投資 市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

量子材料ハードウェアスタートアップが約8000万米
ドルの資金を調達。室温量子システム開発企業が投資
家の関心を集める。

#31 IBM HRL買収 企業買収
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○

IBMがHRL Laboratoriesを買収し、量子コンピューテ
ィング能力を大幅に拡張。シリコンスピンキュービッ
ト技術を強化。
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●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ エラー訂正技術の進展は、自社の研究開発ロードマップを再構築する契機となるか？
GoogleのWillowチップがエラー訂正閾値を超え、IonQが99.99%のゲート忠実度を達成するなど、フォールトトレラン
ト量子コンピューティングの実現が現実味を帯びてきました。マイクロソフトのMajorana 2のような新アプローチも登場
しています。この加速する技術進化に対し、自社の量子技術への投資や研究開発の方向性は適切か、再評価が急務です。

❷ 室温量子材料やPQC製品化など、実用化が視野に入った技術を自社の製品・サービスにどう組み込む
か？
LSUが世界初の室温量子材料を開発し、American BinaryやRaon Secureが耐量子暗号（PQC）製品を市場に投入してい
ます。これらの技術は、極低温冷却の制約をなくし、既存の暗号システムを量子攻撃から守るなど、量子技術の社会実装
を大きく加速させます。自社の材料開発、セキュリティ製品、あるいはサービスへの応用可能性を具体的に検討し、競合
に先んじる戦略が必要です。

❸ 日本国内の量子技術開発や大手企業の動きを、自社の事業戦略にどう組み込むか？
日立、Intel K.K.、AISTがNEDOと連携し1000量子ビット級シリコン量子コンピューター開発を進め、ソフトバンクはQ
uantinuumとの共同白書で量子AIデータセンターサービスへの活用を計画しています。理化学研究所もQ-CTRLと協力し
エラー抑制技術で成果を上げています。これらの国内動向は、日本のサプライチェーンや市場に直接影響を与えます。自
社の事業戦略において、これらの動きをどのように取り込み、連携を深めるべきか、具体的なアクションプランが求めら
れます。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

PQC製品化室温量子材料

日本シリコンQC エラー訂正

経営ボード

ソフトバンクQC

インド半導体量子投資

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● PQC製品化 注意 量子耐性製品の市場獲得 既存暗号の陳腐化リスク

● 室温量子材料 機会大 量子デバイスの小型化・低コスト化 既存冷却技術の陳腐化

● 日本シリコンQC 機会大 国産QC技術の確立 —
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● エラー訂正 注意 高精度QCの早期活用 既存QC技術の陳腐化

● 経営ボード 注意 経営戦略への早期導入 経営判断の遅れ

● ソフトバンクQC 機会大 量子AIデータセンター —

● インド半導体 脅威大 — サプライチェーン再編

● 量子投資 参考 — —
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深掘り ① ― 室温量子材料のブレークスルー
#12 | 2026/07/17 | Technology Networks | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●○

ルイジアナ州立大学（LSU）の物理学者が、極低温冷却を必要としない世界初の室温量子材料の開発に成功しました。
薄い金膜に微細なスリットを刻み込むことで人工原子を構築し、光の異なる量子状態を効率的に区別・輸送できること
を『Nature』誌で発表。これは、量子コンピューティングや量子通信の実用化を阻む最大の障壁の一つであった冷却シ
ステムの課題を根本的に解決する可能性を秘めています。

この新材料は、光子のスピンなどの量子状態を高精度で操作できる能力を持ち、量子ビットとしての光子利用や量子通
信ネットワークにおいて不可欠な特性です。室温動作は、量子デバイスの小型化、コスト削減、エネルギー効率向上に
直結し、量子技術の普及と産業応用を劇的に加速させる画期的な成果と言えます。

▶ 技術者の視点

LSUの室温量子材料開発は、量子技術のゲームチェンジャーとなり得るブレークスルーです。従来の量
子コンピュータが巨大な極低温冷却システムを必要とする中、室温動作が可能になれば、デバイスの設
置場所や運用コストの制約が大幅に緩和され、量子技術の適用範囲が爆発的に広がるでしょう。ただし
、現時点では概念実証段階であり、大規模集積化や安定性、エラー耐性といった実用化に向けた課題は
山積しています。特に、材料の量産性や既存半導体プロセスとの互換性も重要です。日本の材料メーカ
ーにとっては、この新材料の特性を詳細に分析し、自社の材料技術との融合や、新たな量子デバイス向
け材料開発の機会を模索すべきです。冷却システム関連企業にとっては、長期的な脅威となり得ます。
R&D;部門は、この技術が将来の量子デバイスアーキテクチャに与える影響を評価し、中長期的な研究テ
ーマとして取り組むべきです。

深掘り ② ― 量子耐性暗号（PQC）の製品化加速
#20 | 2026/07/24 | Cyber Defense Magazine | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

米American Binaryが、NSAのCNSA 2.0要件に準拠する量子耐性暗号（PQC）アーキテクチャ「Ambit Client」を発
表しました。この製品は、将来の量子コンピューターによる暗号解読の脅威に対抗するため、アルゴリズムの交換が可
能な「暗号アジリティ」と、ダウングレード攻撃からの保護を提供します。NSAは2026年1月までに国家安全保障シス
テム向けのネットワーキング機器にCNSA 2.0 PQCのサポートとデフォルト化を義務付けており、Ambit
Clientはこれに直接対応するソリューションです。

PQCは、NISTによる標準化が進められており、政府機関や重要インフラ、金融サービスなど、厳格なセキュリティ要件
を持つ業界での導入が加速しています。この製品化は、量子コンピューティングの脅威が現実のものとなる前に、既存
のシステムを保護するための具体的な手段が市場に提供され始めたことを示しています。
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▶ 技術者の視点

PQCの製品化は、量子コンピューティングの脅威が単なる未来の懸念ではなく、喫緊のサイバーセキュ
リティ課題であることを明確に示しています。American BinaryのAmbit Clientは、NSAの厳しい要件
を満たすことで、その信頼性と実用性をアピールしています。特に「暗号アジリティ」は、PQC標準が
まだ進化途上にある中で、企業が柔軟に対応するための重要な機能です。日本企業にとっては、金融、
防衛、重要インフラを担う企業を中心に、PQCへの移行は避けられない脅威であり、同時に新たなセキ
ュリティソリューション提供の機会でもあります。自社の情報システムや製品が量子攻撃に対して脆弱
でないか、早急に評価し、PQC対応製品の導入や自社開発を検討すべきです。特に、日本の部品メーカ
ーやシステムインテグレーターは、PQC対応の組み込みモジュールやサービス提供で新たな市場を獲得
できる可能性があります。
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深掘り ③ ― 日立ら、1000量子ビット級シリコンQC開発へ
#13 | 2026/07/24 | EIN Presswire | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

日立製作所は、Intel K.K.、産業技術総合研究所（AIST）と共同で、NEDOプロジェクトに選定され、2029年3月まで
に100量子ビットおよび1,000量子ビット級のシリコン量子コンピューター技術の開発を加速します。日立は2027会計
年度までにクラウドベースの量子コンピューティングサービスを開始し、2030年までにプロトタイプを実証する計画
です。この取り組みは、日本の量子技術競争力を強化し、半導体技術の蓄積を活かした国家戦略の一環です。

シリコン量子ビットは、既存の半導体製造技術との互換性が高く、大規模集積化とスケーラビリティの面で大きな可能
性を秘めています。このプロジェクトは、高密度かつ高忠実度の量子ビットアレイの実現に注力し、エラー訂正技術を
統合した大規模システム開発を通じて、実用的な量子コンピューターの登場を加速させることを目指しています。

▶ 技術者の視点

日立、Intel、AISTによるシリコン量子コンピューター開発は、日本の量子技術戦略における重要な柱で
あり、日本の半導体技術の強みを活かした非常に有望な取り組みです。2029年までに1000量子ビット
級という目標は野心的ですが、既存の半導体製造インフラを活用できるシリコン量子ビットの特性を考
えれば、実現可能性は高いと言えます。ただし、量子ビットのコヒーレンス時間やゲート忠実度の維持
、そしてエラー訂正技術の効率的な実装が鍵となります。日本の材料・部品メーカーにとっては、この
プロジェクトが成功すれば、新たな量子デバイス向け材料やコンポーネントの需要が生まれる大きな機
会となります。特に、低温動作環境を支える極低温技術や、高精度な制御エレクトロニクス、パッケー
ジング技術への貢献が期待されます。R&D;部門は、このプロジェクトの進捗を密に追跡し、自社の技術
がどのように貢献できるかを具体的に検討すべきです。

その他の注目記事
Q-CTRLと理研、IBM・Quantinuumハードウェアでノイズを抑制しオープン量子システムを40タイムステップまでシミュレート (Q-CTRL)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

理研が関与するエラー抑制技術の進展は、日本の量子ソフトウェア開発にとって大きな機会。創薬・材料科学への応用
を注視すべき。

中国の量子コンピューター「九章四号」が世界記録更新：LLMのグローバルダウンロード数も100億回突破と発表 (ライブドアニュース)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

中国の量子技術の急速な進歩は、日本の競争環境に直接影響。光子ベースQCの動向とAIとの融合に注目が必要。

IBMがHRL Laboratoriesを買収し、量子コンピューティング能力を大幅に拡張 (GovCon Wire)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

IBMによるHRL買収は、シリコンスピンキュービット技術の強化を意味する。大手企業の戦略的動きは、今後の技術標
準やサプライチェーンに影響を与える。

量子テレポーテーションが伝送効率を3倍向上：半導体量子ドットで安全な量子ネットワークに前進 (CurrentDeck)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

量子通信のボトルネックである信号損失を克服する画期的な進展。日本の光通信関連企業は、この技術の応用可能性を
検討すべき。

量子科学技術研究開発機構、2026年度IFERC-CSCスパコン利用公募開始：核融合研究を加速 (QST)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●○○○○

日本の研究インフラの継続的な提供は、基礎科学研究の基盤を強化。量子技術と核融合の連携にも注目。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】室温量子材料に関する最新論文（#12）を精査し、自社材料開発への示唆を抽出。特に、人工原子の
構造や製造プロセスについて詳細に調査する。

• 【情報システム/セキュリティ】耐量子暗号（PQC）の最新動向（#20, #29, #25）を把握し、自社システムへ
の影響評価を開始。特に、既存暗号資産の棚卸しとPQC移行計画の初期検討に着手する。

▍短期（1ヶ月）
• 【経営企画/R&D;】量子コンピューティングの経営ボード必須スキル化予測（#22）を踏まえ、社内での量子
技術リテラシー向上計画を検討。経営層向けブリーフィング資料作成や専門家招聘を計画する。

• 【R&D;/半導体PKG】日立、Intel、AISTによるシリコン量子コンピューター開発（#13）の進捗を注視し、日
本のサプライチェーンにおける自社の位置付けを再評価。共同研究や部品供給の可能性を検討する。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/新製品企画】エラー訂正技術の進展（#01, #07, #11）が、自社の材料設計や製品性能に与える影響
を評価し、新たな応用分野の可能性を探索。フォールトトレラントQCの登場を見据えたロードマップを策定する
。

• 【調達/経営企画】インドのSemicon India Programme 2.0（#24）がグローバル半導体サプライチェーンに
与える影響を分析し、調達戦略の多様化を検討。インド市場への参入や現地パートナーシップの可能性も視野に
入れる。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-07-25
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#01 マイクロソフト、ハードウェアレベルでエラー抑制す
る第2世代トポロジカル量子プロセッサ「Majorana 2」発
表

概要

マイクロソフトは、量子エラーをハードウェアレベルで抑制する第2世代トポロジカル

量子プロセッサ「Majorana 2」を発表した。これは、既存の超伝導やトラップドイオ
ン方式がソフトウェアベースの広範なエラー訂正に依存しているのと対照的である。
Majorana 2は、スケーラブルでフォールトトレラントな量子コンピュータ実現へのよ

り迅速な道筋を開く可能性があり、トポロジカル量子ビット技術への関心を再燃させ
ている。ただし、その性能と潜在的なメリットについては、独立した検証が今後不可
欠となる。

公開日 2026年07月22日  AZoQuantum  米国



詳細

主要成果

マイクロソフトは、第2世代トポロジカル量子プロセッサ「Majorana 2」を発表し、量
子コンピューティングにおけるエラー訂正の課題に根本的な解決策を提示しました。こ
のプロセッサは、量子エラーを物理的なハードウェアレベルで抑制することを目指して
おり、従来の量子コンピュータが抱える大規模なソフトウェアベースのエラー訂正オー
バーヘッドを大幅に削減する可能性を秘めています。この技術は、超伝導やトラップド
イオンといった他の主要な量子ビットアーキテクチャとは一線を画すもので、真にフォ
ールトトレラントな量子コンピュータの実現に向けた重要な一歩となります。

技術詳細

Majorana 2は、Majoranaフェルミオン（Majorana zero modes）の特異な特性を利用し
て情報を符号化するトポロジカル量子ビットを基盤としています。Majoranaフェルミオ
ンは、粒子と反粒子が同一であるという性質を持ち、その存在が量子ビット情報を環境
ノイズから本質的に保護します。これにより、エラーが物理層で自動的に抑制されるた
め、データ処理中に発生するノイズの影響を受けにくい構造となっています。このアプ
ローチは、エラー発生時に物理量子ビットの冗長性を用いて論理量子ビットを保護する
一般的な量子エラー訂正（QEC）とは異なり、エラー訂正回路の複雑性を根本的に低減
し、量子コンピュータのスケーラビリティを飛躍的に向上させる可能性を秘めていま
す。

背景と業界文脈

現在の量子コンピュータは、量子ビットのデコヒーレンス（量子状態の喪失）とエラー
率の高さが主要なボトルネックとなっています。実用的な量子コンピュータ、特にフォ
ールトトレラントなシステムの実現には、数千から数百万の物理量子ビットと、極めて
低いエラー率が求められます。Majorana 2の発表は、こうした課題に対し、材料科学と
物理学の最先端研究を通じてアプローチするマイクロソフトの長期戦略を再確認するも
のです。過去にはトポロジカル量子ビットの研究に懐疑的な見方も存在しましたが、今
回の第2世代プロセッサの登場は、この分野への新たな関心と投資を促すでしょう。競
合他社が超伝導やイオントラップ、中性原子などの異なる量子ビット技術で競い合う
中、マイクロソフトは独自のトポロジカルアプローチで差別化を図っています。



今後の展望

Majorana 2の技術が成功すれば、量子コンピュータはより少ない物理量子ビットでより
信頼性の高い計算が可能となり、実用化のスケジュールが大幅に前倒しされる可能性が
あります。しかし、現時点では概念実証段階であり、その性能とフォールトトレランス
の主張は独立した科学コミュニティによる厳格な検証が必要です。この技術が商業的な
量子優位性に到達するためには、さらなる開発と実証が不可欠ですが、Majorana 2は量
子コンピューティングの未来を形作る上で非常に影響力のあるブレークスルーとなる可
能性を秘めています。特に、エラーをハードウェアで抑制するというアプローチは、将
来の量子コンピューティングアーキテクチャに大きなパラダイムシフトをもたらすかも
しれません。

元記事: https://www.azoquantum.com/Article.aspx?ArticleID=735

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.azoquantum.com/Article.aspx?ArticleID=735


#02 量子コンピューティング市場、2026年前半に投資加
速：PsiQuantumとDiraqが注目株に

概要

2025年後半から2026年前半にかけて、量子コンピューティング市場への投資が欧州と
北米を中心に大幅に加速しています。フォトニック量子コンピューティングの
PsiQuantumは政府提携と半導体製造を通じて大規模化戦略を推進しており、シリコン

電子スピンキュービットを開発するDiraqはオーストラリア政府から2,000万豪ドルの
投資を獲得しました。これらの動向は、量子技術の商用化への期待が高まっているこ
とを示しています。

公開日 2026年07月21日  Landbase  アメリカ



詳細

主要な成長企業と投資動向

2025年後半から2026年前半にかけて、量子コンピューティング分野へのグローバルな
投資が顕著に加速しています。特に欧州と北米でバランスの取れた資金調達活動が見ら
れ、技術の成熟と応用可能性への期待が高まっていることが背景にあります。この時期
には、ハードウェアからソフトウェア、サービスに至るまで、多様なスタートアップが
成長軌道に乗っています。

個別企業の戦略的動向

PsiQuantum: フォトニック量子コンピューティングのリーダーであるPsiQuantum

は、政府との戦略的提携や既存の半導体製造サプライチェーンとの連携を通じて、大
規模なスケールアップ戦略を積極的に推進しています。同社のアプローチは、既存の
インフラを活用することで、より迅速な技術普及とコスト削減を目指すものです。大
規模なフォトニックシステムは、エラー耐性型量子コンピュータの実現に向けた重要
な技術として期待されています。

Diraq: シリコン電子スピンキュービット技術を開発するDiraqは、オーストラリア政
府から2,000万豪ドルの重要な投資を受けました。この資金は、同社の技術開発と商
業化を加速させるためのものです。シリコンベースの量子ビットは、従来の半導体製
造技術との互換性が高く、将来的な大規模集積化と生産コスト削減の可能性を秘めて
います。

業界の背景と展望

量子コンピューティング業界は、黎明期から実用化に向けた重要な段階へと移行してい
ます。政府機関からの支援、戦略的提携、そして民間資金の流入は、技術革新を加速さ
せ、新たなアプリケーション領域を開拓する原動力となっています。特に、エラー訂正
技術の進歩や、特定の問題に対する「量子優位性」の実証が近づくにつれて、企業は具
体的な商用ソリューションの提供に向けて動き出しています。



今後の展望として、量子コンピューティング技術は、製薬、金融、物流、材料科学な
ど、多岐にわたる産業分野で破壊的な変革をもたらすと期待されています。投資の加速
は、これらの期待が現実のものとなる時期が近づいていることを示唆しており、研究
者、エンジニア、投資家にとって、この分野は引き続き高い注目を集めるでしょう。

元記事: https://www.landbase.com/blog/fast-growing-quantum-computing-companies

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.landbase.com/blog/fast-growing-quantum-computing-companies


#03 Quantinuumとソフトバンク、Heliosの古典計算限界
突破を示す共同白書を発表

概要

Quantinuumとソフトバンクが共同発表した白書「Quantum Computing Frontiers」
は、Quantinuumの第3世代量子コンピュータHeliosが、すでに古典的なシミュレーシ
ョンの範囲を超える量子回路を実行可能であることを示しています。この白書は、量

子化学やトポロジカルデータ解析といった経済的価値の高いユースケースに対するハ
ードウェア性能要件を詳細に分析し、将来の量子エラー訂正やAI/HPCシステムとの統
合戦略を提示しています。この進展は、実用的な量子コンピューティングの実現に向

けたハードウェアとアルゴリズムのギャップを埋める上で重要な一歩となり、投資家
や研究者にとって量子技術の商用化への期待を高めます。

公開日 2026年07月22日  Quantinuum / SoftBank  アメリカ/日本



詳細

主要成果

Quantinuumとソフトバンクが共同で発表した白書「Quantum Computing Frontiers」
は、Quantinuumの第3世代量子コンピュータHeliosが、既に古典的なシミュレーション
の限界を超える量子回路を実行できるという画期的な成果を提示しています。この白書
は、実用的な量子コンピューティングの実現に向けたロードマップを示し、特にHelios

が複雑な量子問題を解決する能力を有することを強調しています。

技術・臨床詳細

Heliosの性能: QuantinuumのHeliosシステムは、これまでの初期の期待を上回る進展
を示しており、古典的なスーパーコンピュータでも計算が困難な量子回路を処理でき
る能力を持っています。これは、量子ビットの忠実度とコヒーレンス時間が向上した
結果です。

アルゴリズム要件の分析: 白書では、量子化学シミュレーションやトポロジカルデー
タ解析といった分野における具体的なアルゴリズム要件が、Quantinuumのハードウ
ェアロードマップとどのように整合しているかを詳細に説明しています。これによ
り、将来のアプリケーション開発に向けた明確な方向性が示されています。

エラー訂正と統合: 将来の耐故障性量子コンピューティングに向けて、量子エラー訂
正スキームの重要性、および量子システムとAI/HPC（高性能計算）システムとの効
果的な統合戦略についても議論されています。これは、量子コンピュータが複雑な実
世界の問題を解決するために不可欠な要素です。

背景・業界文脈

量子コンピューティングは、その潜在能力の高さから大きな注目を集めていますが、実
際に経済的に意味のあるタスクを解決するには、ハードウェアとアルゴリズムの両面で
多くの課題が残されています。Quantinuumはトラップイオン方式の量子コンピュータ
を開発しており、業界をリードするQubitの品質と性能を誇っています。ソフトバンク
は、量子コンピューティングが次世代のテクノロジーとして社会に与える影響に注目
し、この分野への投資と研究を積極的に行っています。両社の提携は、ハードウェア開
発企業とユースケースを模索する企業との協力の重要性を示しています。



この白書は、量子コンピュータが単なる研究段階のツールではなく、具体的な産業応用
へと移行しつつあることを裏付けるものです。特に、エラー訂正技術の進歩は、現在の
NISQ（Noisy Intermediate-Scale Quantum）時代から、より信頼性の高い耐故障性量子
コンピューティングへの移行を加速させる鍵となります。

今後の展望

Quantinuumとソフトバンクのこの共同研究は、量子コンピューティングの実用化に向
けた具体的な道筋を示すものです。Heliosのような高性能ハードウェアと、それを活用
するためのアルゴリズム開発、そしてエラー訂正技術の進展が結びつくことで、量子化
学、新素材開発、創薬、金融モデリングなど、多岐にわたる産業分野での応用が加速す
ると期待されます。特に、AIやHPCとの統合は、量子コンピュータの能力を最大限に引
き出し、より複雑で大規模な問題を解決するための強力なハイブリッドアプローチを可
能にするでしょう。今後、具体的な産業界での成功事例が増えることで、量子コンピュ
ーティングへの投資と導入がさらに進むことが予想されます。

元記事: https://www.quantinuum.com/quantinuum-and-softbank-corp-white-paper

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.quantinuum.com/quantinuum-and-softbank-corp-white-paper


#04 量子コンピューティングプラットフォーム、2量子ビ
ットゲートエラー率収束と多様な量子ビット数で耐故障性
量子計算へ加速

概要

MDPIの論文が、トラップイオン、超伝導回路、中性原子など多様な量子コンピューテ

ィングプラットフォームにおいて、2量子ビットゲートエラー率が収束し、量子ビット
数が増加している状況を分析しています。この進展は、量子優位性および耐故障性量
子コンピューティングへの移行を加速させる重要な指標とされています。エラー訂正

理論、制御エレクトロニクス、製造方法におけるエコシステムの知識共有が、技術の
成熟を促していると指摘されており、各プラットフォームの強みを活かした耐故障性
量子コンピューティング実現への期待が高まります。

公開日 2026年07月24日  MDPI (Philosophies)  スイス



詳細

主要成果

MDPIに掲載された論文は、トラップイオン、超伝導回路、中性原子、シリコンスピ
ン、フォトニック、ボソニック（キャット量子ビット）といった主要な量子コンピュー
ティングプラットフォーム全般で、2量子ビットゲートのエラー率が収束し、使用可能
な量子ビットの数が多様化している状況を詳細に分析しました。これは、量子コンピュ
ータが実用的な「量子優位性」の達成、さらには真に信頼性の高い「耐故障性量子コン
ピューティング」への移行に向けて大きく前進していることを示しています。

技術・臨床詳細

プラットフォームの多様性: 本稿では、トラップイオン、超伝導回路、中性原子、シ
リコンスピン、フォトニック、ボソニック（キャット量子ビット）という6つの主要
な量子コンピューティングアーキテクチャに焦点を当て、それぞれの技術的進歩を評
価しています。各プラットフォームは異なる物理的基盤を持ちながらも、共通してエ
ラー率の低減と量子ビット数の増加という課題に取り組んでいます。

エラー率の収束: 特に重要なのは、2量子ビットゲートのエラー率が、各プラットフ
ォームで一貫して耐故障性量子コンピューティングに必要な閾値に近づいていること
です。これは、量子計算の信頼性を向上させる上で不可欠な要素であり、量子エラー
訂正の実現可能性を高めます。

エコシステム知識の蓄積: エラー訂正理論、制御エレクトロニクス、そして製造方法
に関する知識が、プラットフォームの壁を越えて共有・蓄積されていることが、量子
技術全体の成熟を加速させていると述べられています。このような知識共有は、イノ
ベーションの速度を向上させ、各技術分野での重複投資を減らす効果も期待できま
す。



背景・業界文脈

量子コンピューティング分野は、過去数年で急速な発展を遂げ、多くの企業や研究機関
が様々な物理基盤で量子コンピュータの開発を進めています。現在のNISQ（Noisy

Intermediate-Scale Quantum）デバイスは、ノイズの影響を受けやすく、大規模な耐故
障性量子コンピューティングの実現にはまだ距離があります。しかし、本論文が指摘す
るように、主要な技術プラットフォームでエラー率の改善が見られることは、量子コン
ピューティングが単なる理論から実用への過渡期にあることを示唆しています。各プラ
ットフォームはそれぞれの強み（例：トラップイオンの長コヒーレンス時間、超伝導の
高速ゲート操作）を活かし、特定の課題解決に貢献しています。

今後の展望

2量子ビットゲートエラー率の収束と量子ビット数の多様な増加は、今後数年間で量子
コンピュータが達成しうる実用的な能力の向上を示唆しています。エラー訂正の進展と
エコシステム全体での知識共有は、耐故障性量子コンピューティングの実現時期を早め
る可能性があります。これにより、創薬、新素材開発、金融モデリング、人工知能とい
った分野で、これまでは不可能だった計算が可能になり、産業界に大きな変革をもたら
すことが期待されます。研究者や投資家は、これらの技術的指標の動向を注視し、どの
プラットフォームが次の大きなブレイクスルーをもたらすかを評価していく必要があり
ます。

元記事: https://www.mdpi.com/2409-9287/11/4/127

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2409-9287/11/4/127


#05 量子コンピュータで固体スピン量子ビット技術を最適
化する新フレームワーク、NISQデバイスでの拡張時間シ
ミュレーションを実現

概要

arXivのプレプリントが、NISQ（Noisy Intermediate-Scale Quantum）および初期の耐

故障性ハードウェア上で、相互作用する固体中のスピンシステムをシミュレートする
量子コンピュータ支援フレームワークを提案しました。このフレームワークは、量子
センサーや単一光子源、スピン欠陥ベースの量子レジスタ設計に活用でき、古典シミ

ュレーションではアクセス困難な拡張された時間ダイナミクスへのアクセスを可能に
します。窒素空孔中心をテストベッドとして用いたベンチマークにより、固体スピン
量子ビット技術の設計、比較、最適化の柔軟な青写真が提供され、量子技術開発を加

速する画期的な手法です。

公開日 2026年07月17日  arXiv (Preprint)  アメリカ



詳細

主要成果

本arXivプレプリントは、量子コンピュータ自体を用いて、量子センサー、単一光子源、
スピン欠陥ベースの量子レジスタやプロセッサといった量子技術の設計と最適化を行う
新しいフレームワークを提案しました。このフレームワークは、NISQ（Noisy

Intermediate-Scale Quantum）および初期の耐故障性ハードウェアの制約下で、古典シ
ミュレーションでは困難な拡張された時間ダイナミクスにアクセスすることを可能に
し、固体スピン量子ビット技術の開発を加速する画期的なアプローチを提供します。

技術・臨床詳細

量子コンピュータによる設計: 提案されたフレームワークは、相互作用する固体中の
スピンシステムを効率的にシミュレートするために量子コンピュータを利用します。
これにより、従来の古典的なシミュレーション手法では計算能力の限界から探求が難
しかった、より複雑な量子システムの挙動や設計パラメータを検証できます。

拡張された時間ダイナミクス: NISQデバイスの限られたコヒーレンス時間内で、特殊
な回路設計とアルゴリズムを用いることで、システムの時間発展をより長期間にわた
ってシミュレートする能力を獲得します。これは、量子材料科学や量子センサーの性
能予測において極めて重要です。

窒素空孔（NV）中心の活用: 概念実証として、ダイヤモンド中の窒素空孔（NV）中
心がテストベッドとして使用されました。NV中心は、長コヒーレンス時間を持つ優
れた固体スピン量子ビット候補であり、このフレームワークの有効性を示すのに適し
ています。古典シミュレーションとの比較ベンチマークにより、フレームワークの精
度と有用性が確認されました。

柔軟な青写真: この手法は、特定のハードウェアに限定されず、様々な固体スピン量
子ビット技術の設計、性能比較、最適化に対して適用可能な「柔軟な青写真」を提供
します。これにより、新しい量子デバイスの迅速なプロトタイピングと改良が可能に
なります。



背景・業界文脈

量子技術の発展は、高性能な量子ビットの設計と製造に大きく依存しています。しか
し、量子システムの複雑さは、古典コンピュータによるシミュレーションを急速に困難
にしています。特に、NISQ時代のデバイスはノイズが多く、性能向上のためには効率
的な設計・最適化ツールが不可欠です。本研究は、量子コンピュータ自体を設計ツール
として用いるという、メタなアプローチを提案しており、これは量子コンピュータの自
己改善サイクルを加速させる可能性を秘めています。固体スピン量子ビットは、量子セ
ンサー、量子通信、そして量子コンピューティングの主要な構成要素として期待されて
おり、その最適化は幅広い量子技術の進歩に直結します。今後の展望

この新しいフレームワークは、量子技術開発のパラダイムを根本的に変える可能性を秘
めています。量子コンピュータが自身の「部品」を設計・改良する能力を持つことで、
より高性能な量子センサー、より効率的な単一光子源、そしてより堅牢な量子プロセッ
サの開発が加速されるでしょう。特に、NISQデバイスの限界を克服し、より長時間の
量子ダイナミクスを探索できる能力は、実用的な量子応用の実現を早める上で極めて重
要です。投資家や技術者は、この自己最適化アプローチが、量子エコシステム全体の成
長と成熟に与える影響を注目すべきです。

元記事: https://arxiv.org/html/2601.22091v2

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/html/2601.22091v2


#06 Q-CTRLと理研、IBM・Quantinuumハードウェアで
ノイズを抑制しオープン量子システムを40タイムステップ
までシミュレート

概要

Q-CTRLと理化学研究所の研究チームが、IBMとQuantinuumの量子ハードウェアを活用

し、Q-CTRLのFire Opalエラー抑制ソフトウェアと最適化された回路設計により、オー
プン量子システムのシミュレーション深度を最大40タイムステップまで大幅に拡大す
ることに成功しました。これは、従来のベンチマークを凌駕する成果であり、ノイズ

による性能劣化なしに達成されました。実世界の複雑な量子挙動の正確なモデル化を
可能にする重要な進歩であり、創薬や材料科学などにおける量子コンピューティング
の実用化を加速します。

公開日 2026年07月23日  Q-CTRL  オーストラリア/日本/アメリカ



詳細

主要成果

Q-CTRLと理化学研究所の研究チームは、IBMおよびQuantinuumの量子ハードウェア上
で、Q-CTRLのFire Opalエラー抑制ソフトウェアと高度な回路設計を組み合わせること
で、オープン量子システムのシミュレーション深度を最大40タイムステップまで延長す
ることに成功しました。この画期的な成果は、従来のベンチマークを大幅に上回り、ノ
イズによる性能劣化なしに達成されたものであり、実世界の複雑な量子システムの挙動
を正確にモデル化する上で極めて重要な進歩を示しています。

技術・臨床詳細

エラー抑制ソフトウェア「Fire Opal」: Q-CTRLが開発したFire Opalは、量子コンピ
ュータのノイズに起因するエラーを抑制するための高度なソフトウェアスイートで
す。本研究では、このソフトウェアが量子計算の忠実度を維持しつつ、シミュレーシ
ョンの複雑さと深度を大幅に向上させる上で中心的な役割を果たしました。

最適化された回路設計: エラー抑制ソフトウェアと並行して、量子回路自体の最適化
が施されました。これにより、ハードウェアの固有のノイズ特性を考慮しつつ、効率
的かつ正確な量子操作が実現されました。このハイブリッドアプローチが、ノイズ環
境下での性能劣化を最小限に抑える鍵となりました。

シミュレーション深度の飛躍的向上: 従来、ノイズの多いNISQ（Noisy Intermediate-

Scale Quantum）デバイスでのオープン量子システムシミュレーションは、少数のタ
イムステップに制限されていました。今回の研究では、最大40タイムステップとい
う前例のない深度を達成し、これにより、より長時間スケールでの量子ダイナミクス
の探求が可能になりました。

複数ハードウェアプラットフォームでの実証: IBMとQuantinuumという異なる物理基
盤を持つ量子ハードウェア上での成功は、この技術が特定のアーキテクチャに限定さ
れず、広範な量子コンピュータに適用可能であることを示唆しています。



背景・業界文脈

量子コンピューティングの実用化における最大の障壁の一つは、量子ビットが環境ノイ
ズに非常に敏感であり、計算エラーを引き起こしやすいことです。特に、開いた量子シ
ステム（環境と相互作用するシステム）のシミュレーションは、現実世界の分子や材料
の挙動を理解する上で不可欠ですが、その複雑さとノイズの影響から極めて困難とされ
てきました。Q-CTRLは、量子制御ソフトウェアの分野で世界をリードする企業であ
り、ノイズ問題を解決するための技術開発に注力しています。理化学研究所は、基礎研
究から応用研究まで幅広い分野で世界的な成果を上げており、量子コンピューティング
研究でも主要な役割を担っています。今回の成果は、ソフトウェアによるエラー抑制
が、耐故障性量子コンピューティングへの移行を加速させる上でいかに重要であるかを
示すものです。

今後の展望

オープン量子システムシミュレーションの深度を最大40タイムステップまで拡大した今
回の成果は、創薬、材料科学、化学反応シミュレーションなどの分野において、量子コ
ンピューティングの応用可能性を大きく広げます。より正確で長時間スケールのシミュ
レーションが可能になることで、新薬候補分子のスクリーニング、触媒反応の最適化、
新素材の設計といった実用的な課題への適用が期待されます。投資家や研究者にとって
は、エラー抑制技術が量子コンピュータの実用化を加速させる具体的なソリューション
として機能することを示唆しており、今後の量子ソフトウェア市場の成長を後押しする
でしょう。この進歩は、NISQ時代から耐故障性量子コンピューティング時代への橋渡
しとして機能し、量子技術の商業的価値を一層高めるものです。

元記事: https://q-ctrl.com/case-study/overcoming-noise-in-open-quantum-system-simulations-using-

advanced-circuit-design-and-error-suppression

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://q-ctrl.com/case-study/overcoming-noise-in-open-quantum-system-simulations-using-advanced-circuit-design-and-error-suppression
https://q-ctrl.com/case-study/overcoming-noise-in-open-quantum-system-simulations-using-advanced-circuit-design-and-error-suppression


#07 GoogleのWillowチップがエラー訂正閾値以下で動
作、2024年の量子コンピューティングは「信頼性」の証
拠を確立

概要

2024年は量子コンピューティングが普遍的採用ではなく、測定可能な進歩を遂げた年

であったとTwiligh Magが報じた。特に、GoogleのWillowチップがエラー訂正閾値以下
での動作を実証し、量子ビットの信頼性向上に大きな一歩を示した。Microsoftと
Quantinuumも高性能な論理量子ビットを開発し、IBMはより深く正確な回路実行を達

成した。これらの進展は、信頼性の高い量子コンピューティング開発に向けた強力な
証拠を提示している。

公開日 2026年07月17日  Twiligh Mag  アメリカ



詳細

主要成果

2024年は量子コンピューティング分野において、投機的な期待から具体的な進歩へと焦
点を移した画期的な年となりました。特に、GoogleのWillowチップが量子エラー訂正の
閾値以下で動作するという重要なマイルストーンを達成し、物理量子ビットの追加が論
理量子ビットの信頼性を向上させることを実証しました。この成果は、フォールトトレ
ラント量子コンピューティングの実現に向けた根本的な課題を克服する上で極めて重要
です。

技術詳細

GoogleのWillowチップ: 超伝導量子ビットを用いたこのシステムは、エラー率を低
減し、既存の物理量子ビットを組み合わせることで、より信頼性の高い論理量子ビッ
トを作成できることを示しました。これは、将来の大規模な量子コンピューターが、
個々の量子ビットの欠陥にもかかわらず、正確な計算を実行できる可能性を示唆して
います。

MicrosoftとQuantinuum: 両社は協力して、より高性能な論理量子ビットの開発を進
め、エラー率の低い量子操作を実現しました。これにより、複雑な量子アルゴリズム
の実行に必要な安定性と精度が向上しています。

IBMの先進的回路: IBMは、より深く、より正確な量子回路を実行する能力を向上さ
せました。これは、量子計算の複雑さと有用性を高める上で不可欠な要素であり、量
子ハードウェアの継続的な成熟を反映しています。

背景と業界文脈

長年にわたり、量子コンピューティングの進歩は主に量子ビット数の増加に注目が集ま
っていましたが、2024年以降はエラー訂正とゲート忠実度といった「品質」の指標が重
視されるようになりました。このシフトは、実用的な量子コンピューターの実現には、
単に多くの量子ビットを持つだけでなく、それらが信頼性高く動作することが不可欠で
あるという認識に基づいています。市場の成熟に伴い、企業は単なる研究成果を超え、
ビジネスやセキュリティへの具体的な応用を見据えた開発を加速させています。



今後の展望

エラー訂正技術の継続的な進歩は、量子コンピューティングがより複雑な問題に対処
し、商業的に実行可能なアプリケーションを提供する基盤を築きます。これにより、材
料科学、創薬、金融モデリング、そしてセキュリティ分野において、これまでの古典コ
ンピューターでは不可能だった計算能力を提供できるようになるでしょう。今後数年間
で、エラー訂正された論理量子ビットの数と安定性がさらに向上し、量子優位性の実証
に向けたロードマップが加速すると予想されます。

元記事: https://twilightmag.com/latest-breakthroughs-in-quantum-computing-2024/

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://twilightmag.com/latest-breakthroughs-in-quantum-computing-2024/


#08 ゲート忠実度こそ鍵：量子コンピューティングの暗号
関連性は量子ビット数でなくエラー率が決定

概要

量子ハードウェアにおける暗号学的関連性は、単なる量子ビット数ではなく、ゲート
忠実度によって決定されるという実用的なガイドが発表された。本記事は、「Harvest

Now, Decrypt Later (HNDL)」のリスクと、1,000:1に及ぶ物理量子ビットと論理量子ビ

ット間の大きなオーバーヘッドを克服する必要性を強調している。GoogleのWillowプ
ロセッサによる2024年のエラー訂正閾値以下の結果は、フォールトトレラントスケー
リングに不可欠なエラー訂正技術の真のエンジニアリングマイルストーンとして挙げ

られた。

公開日 2026年07月17日  Quantum Security Defence  アメリカ



詳細

主要成果

セキュリティおよびビジネス専門家向けの新しい実用ガイドは、量子コンピューティン
グが暗号技術に与える影響は、その「ゲート忠実度」によって測られると明確に指摘し
ています。量子ビットの数だけでは不十分であり、個々の量子ゲート操作の精度が、量
子ハードウェアが現在の暗号化を解読できるかどうかの鍵を握ります。このガイドは、
フォールトトレラント量子コンピューティングを実現するためには、物理量子ビットと
論理量子ビットの間に存在する1,000:1という大規模なオーバーヘッドを克服するエラー
訂正が不可欠であると強調しています。

技術詳細

ゲート忠実度と暗号関連性: 量子ビット数が多いだけでは、量子コンピューターが現
在の公開鍵暗号（RSAやECCなど）を破るのに十分ではありません。重要なのは、各
量子ゲートがどの程度の精度で動作するかを示すゲート忠実度です。高い忠実度を持
つゲートが安定して動作しなければ、複雑な量子アルゴリズムをエラーなく実行する
ことはできません。

物理量子ビット対論理量子ビットのオーバーヘッド: 現在の量子コンピューターで
は、環境ノイズによるデコヒーレンスやゲート操作のエラーが頻繁に発生します。こ
れを補償し、安定した「論理量子ビット」を形成するためには、多数の「物理量子ビ
ット」が必要です。このオーバーヘッドが、一般に1,000:1と非常に大きいことが、
フォールトトレラント量子コンピューティング実現の大きな障壁となっています。

エラー訂正の重要性: この大規模なオーバーヘッドを減らし、信頼性の高い量子計算
を可能にするためには、高度な量子エラー訂正技術が不可欠です。GoogleのWillow

プロセッサが2024年に実証したエラー訂正閾値以下の動作は、物理量子ビットの数
を増やしても論理量子ビットのエラー率が向上するという、この分野における重要な
エンジニアリングマイルストーンです。



背景と業界文脈

量子コンピューティングの進歩は、現在の暗号技術に対する潜在的な脅威として認識さ
れており、「Harvest Now, Decrypt Later (HNDL)」と呼ばれるリスクが高まっていま
す。これは、現在暗号化されたデータを収集し、将来量子コンピューターが開発された
際に解読するというシナリオを指します。この脅威に対処するため、NISTは耐量子暗号
（PQC）の標準化を進めていますが、その一方で、量子ハードウェアの真の能力を正確
に評価することが不可欠です。単に量子ビット数を競う段階から、エラー耐性と信頼性
の高い量子計算を追求する段階へと、業界の焦点は明確に移行しています。

今後の展望

エラー訂正技術のさらなる進展は、フォールトトレラント量子コンピューティングの実
現を加速させ、既存の暗号システムに対する真の脅威となるでしょう。企業や政府機関
は、耐量子暗号への移行計画を策定するだけでなく、量子ハードウェアの能力進化を継
続的に監視し、その脅威レベルを正確に評価する必要があります。ゲート忠実度の向上
と物理量子ビットの効率的な活用が、この分野の次なるブレークスルーを決定づける要
因となります。

元記事: https://quantumsecuritydefence.com/insights/quantum-computing-fundamentals/

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumsecuritydefence.com/insights/quantum-computing-fundamentals/


#09 Infleqtion、イリノイ州にフォールトトレラント中性
原子量子コンピューターを2027年配備、エネルギーグリ
ッド応用へ

概要

Infleqtionは、2027年にイリノイ州量子・マイクロエレクトロニクスパーク（IQMP）

にフォールトトレラントな中性原子量子コンピューターを配備する計画を発表した。
この展開は、アメリカのエネルギーグリッドへの量子コンピューティング応用を目指
す同社の戦略の一環である。また、シカゴ量子イノベーションセンターも開設し、量

子コンピューティングの応用研究を拡大する。同社のSqaleシステムは、100論理量子
ビットに向けて50以上の論理量子ビットを実証できるよう設計されており、1,000物理
量子ビットを超えるスケーリングをサポートするアーキテクチャを持つ。

公開日 2026年07月22日  Infleqtion  アメリカ



詳細

主要成果

量子技術をリードするInfleqtionは、2027年にイリノイ州量子・マイクロエレクトロニ
クスパーク（IQMP）に、次世代のフォールトトレラント中性原子量子コンピューター
を展開すると発表しました。この戦略的な動きは、同社の量子コンピューティング技術
の実用化を加速させるとともに、特にアメリカのエネルギーグリッドの最適化とセキュ
リティ強化への応用を目指すものです。これにより、エネルギーインフラの効率性とレ
ジリエンスが大幅に向上する可能性が開かれます。

技術・臨床詳細

Sqaleシステムの特徴: Infleqtionが開発するSqaleシステムは、中性原子を量子ビット
として利用する技術に基づいています。このアプローチは、長寿命の量子ビットと高
いスケーラビリティが特徴で、現在50以上の論理量子ビットを実証可能であり、将
来的には100論理量子ビットの達成を目指しています。また、そのアーキテクチャは
1,000物理量子ビットを超える大規模なシステムへのスケーリングをサポートしてお
り、フォールトトレラント量子コンピューティングの実現に向けた堅固な基盤を提供
します。

フォールトトレランスの重要性: フォールトトレラント量子コンピューターは、個々
の量子ビットにエラーが発生しても全体の計算結果に影響を与えないように設計され
ています。これにより、実用的な大規模な量子アルゴリズムを信頼性高く実行するこ
とが可能になり、現在のノイズの多い中間規模量子（NISQ）デバイスの限界を突破
します。

シカゴ量子イノベーションセンター: 新たに開設されたこのセンターは、Infleqtionの
量子コンピューティングアプリケーションの研究開発ハブとして機能します。ここで
は、エネルギー分野に特化した量子アルゴリズムの開発や、他の産業分野における実
用的なユースケースの探索が進められる予定です。



背景と業界文脈

イリノイ州は、米国の量子エコシステムにおける重要なハブとして台頭しており、その
背景にはシカゴ量子取引所（CQE）のような強力な学術・産業連携が存在します。
InfleqtionのIQMPへの配備は、この地域のエコシステムをさらに強化し、量子技術研究
から商業応用への移行を加速させるものです。エネルギーグリッドへの量子コンピュー
ティングの適用は、気候変動対策、再生可能エネルギーの統合、電力系統の最適化な
ど、国家的な重要課題に対する革新的な解決策をもたらす可能性を秘めています。

今後の展望

Infleqtionのフォールトトレラント量子コンピューターの展開は、中性原子ベースの量子
技術が実用段階に近づいていることを示しています。2027年という具体的な配備目標
は、商用利用可能な量子コンピューターの開発競争が激化している現状を反映していま
す。将来的には、この技術がエネルギー管理だけでなく、金融、物流、材料科学など、
多岐にわたる産業分野で革命的な変化をもたらすことが期待されます。特にエネルギー
グリッドへの適用は、持続可能で安全な未来のエネルギーシステム構築に貢献する可能
性が高いです。

元記事: https://infleqtion.com/infleqtion-to-deploy-fault-tolerant-neutral-atom-quantum-computer-in-

illinois/

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://infleqtion.com/infleqtion-to-deploy-fault-tolerant-neutral-atom-quantum-computer-in-illinois/
https://infleqtion.com/infleqtion-to-deploy-fault-tolerant-neutral-atom-quantum-computer-in-illinois/


#10 IQMとドイツ鉄道、190路線実データで量子アルゴリ
ズムによる鉄道スケジューリングを実証

概要

IQM Quantum Computersとドイツ鉄道は、ドイツの5都市を横断する190路線の実際の
運行データを用いて、鉄道スケジューリングのためのハイブリッド量子古典アルゴリ
ズムを実証した。このIQMハードウェア上でのエンドツーエンド実行は、実現可能な

スケジュールを生成し、量子プロセッサのスケーリングに合わせて自動的に改善され
るよう設計されている。この提携は、量子コンピューティングが複雑な物流最適化問
題に実用的なソリューションを提供できる可能性を示している。

公開日 2026年07月20日  Business Wire India  フィンランド/ドイツ



詳細

主要成果

IQM Quantum Computersとドイツ鉄道（Deutsche Bahn）は、ドイツ国内の5つの主要
都市を結ぶ190路線の実際の運行データを活用し、鉄道スケジューリング問題に対する
ハイブリッド量子古典アルゴリズムの画期的な実証実験に成功しました。この成果は、
量子コンピューティングが、交通システムのような複雑な実世界の物流最適化課題に対
して、具体的な解決策を提供できる可能性を示唆するものです。IQMの量子ハードウェ
ア上でエンドツーエンドで実行されたこのアルゴリズムは、実現可能な運行スケジュー
ルを生成し、将来的な量子プロセッサの性能向上に合わせて自動的に最適化が進むよう
に設計されています。

技術詳細

ハイブリッド量子古典アルゴリズム: この実証では、古典コンピューターの効率性と
量子コンピューターの最適化能力を組み合わせたハイブリッドアプローチが採用され
ました。古典コンピューターがデータの前処理や一般的な最適化を行い、量子コンピ
ューターが特に計算負荷の高い部分、例えば複雑な制約条件下での最適な経路探索や
リソース配分を担当します。

実際の運行データ利用: これまでの多くの量子アルゴリズムの実証がシミュレーショ
ンデータに依存していたのに対し、IQMとドイツ鉄道の取り組みは、実際の運行デー
タセットを使用している点で特筆されます。190路線という規模は、従来の古典計算
手法では処理が困難な複雑性を持ち、量子コンピューティングの実用性を評価する上
で貴重なベンチマークとなります。

スケーラビリティと将来性: アルゴリズムは、将来的に量子ハードウェアの量子ビッ
ト数と性能が向上するにつれて、より大規模で複雑な鉄道網にも適用できるように設
計されています。これにより、遅延の削減、効率的なリソース配分、そして旅客体験
の向上が期待されます。



背景と業界文脈

鉄道スケジューリングは、膨大な数の変数と制約が絡み合う典型的なNP困難問題であ
り、古典コンピューターでは最適な解を見つけるのが極めて困難でした。量子コンピュ
ーティングは、その並列処理能力と最適化アルゴリズムによって、このような問題に対
する新たなアプローチを提供します。今回のドイツ鉄道との提携は、物流、サプライチ
ェーン、交通管理といった分野における量子コンピューティングの商用化に向けた重要
な一歩となります。また、 IQMは2026年7月にNasdaq Global Select Marketおよび
Nasdaq Helsinkiに上場しており（ティッカーシンボルIQMX）、これは同社の技術力と
市場への期待を反映するものです。

今後の展望

この成功は、鉄道業界だけでなく、航空、海運、都市交通システムなど、他の輸送・物
流セクターにも波及効果をもたらす可能性があります。量子コンピューティングがこれ
らの分野で実用化されれば、運行効率の大幅な改善、コスト削減、そしてより持続可能
な交通インフラの構築に貢献できるでしょう。今後、IQMとドイツ鉄道は、この技術を
さらに発展させ、より大規模で複雑な運行シナリオへの適用を目指すものと予想されま
す。

元記事: https://www.businesswireindia.com/iqm-and-deutsche-bahn-demonstrate-quantum-algorithm-

for-railway-scheduling-on-real-operational-data-101055.html

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.businesswireindia.com/iqm-and-deutsche-bahn-demonstrate-quantum-algorithm-for-railway-scheduling-on-real-operational-data-101055.html
https://www.businesswireindia.com/iqm-and-deutsche-bahn-demonstrate-quantum-algorithm-for-railway-scheduling-on-real-operational-data-101055.html


#11 IonQ、2025年に99.99%の2量子ビットゲート忠実度
で世界記録達成、2026年第2四半期決算発表を8月5日に控
える

概要

IonQは、2026年6月30日締めの第2四半期決算を2026年8月5日に発表すると告知し

た。この発表に先立ち、同社は2025年に99.99%という世界記録的な2量子ビットゲー
ト忠実度を達成している。IonQの最新世代量子コンピューター「IonQ Tempo」は、
Amazon Web ServicesやAstraZenecaなどの主要パートナーに既に利用されており、創

薬、材料科学、金融モデリングといった分野で活用が進んでいる。

公開日 2026年07月24日  IonQ  アメリカ



詳細

主要成果

量子コンピューティング企業のIonQは、2026年8月5日に2026年6月30日締めの第2四半
期決算を発表すると告知しました。この発表に先立つ重要な成果として、IonQは2025
年に99.99%という驚異的な2量子ビットゲート忠実度を達成し、量子コンピューティン
グ性能における世界記録を樹立しました。この極めて高い忠実度は、同社の最新世代量
子コンピューターであるIonQ Tempoの基盤となっており、既にAmazon Web Services

(AWS) やAstraZenecaといった業界リーダーが創薬、材料科学、金融モデリングなどの
分野で利用を開始しています。

技術詳細

99.99%の2量子ビットゲート忠実度: 2量子ビットゲート忠実度は、量子コンピュー
ターが2つの量子ビット間で操作をどれだけ正確に実行できるかを示す重要な指標で
す。99.99%という忠実度は、1万回の操作のうち平均して1回しかエラーが発生しな
いことを意味し、これはフォールトトレラント量子コンピューティング実現に向けた
大きな前進です。この高い精度は、より複雑で深い量子回路を信頼性高く実行するた
めに不可欠です。

IonQ Tempoの活用: IonQ Tempoは、IonQの最新かつ最も高性能な量子コンピュータ
ーであり、その高いゲート忠実度と量子ビット数を活用して、様々な計算集約型問題
の解決を目指しています。AWSを介したクラウドアクセスやAstraZenecaとの共同研
究など、主要な顧客やパートナーがTempoを利用していることは、その技術が実用的
な価値を提供し始めていることを示しています。

トラップ型イオン技術の優位性: IonQは、安定性と一貫した性能で知られるトラップ
型イオン技術を基盤としています。この技術は、量子ビット間の完全な接続性を提供
し、エラー訂正コードの実装を容易にするため、大規模なフォールトトレラントシス
テムを構築するための有望な経路とされています。



背景と業界文脈

量子コンピューティング業界は、単なる量子ビット数の拡大から、エラー率の低減とゲ
ート忠実度の向上へと焦点が移行しています。IonQの99.99%というゲート忠実度の達
成は、この「品質」へのシフトにおける重要なベンチマークであり、他の量子コンピュ
ーティングプラットフォームとの差別化要因となっています。高い忠実度は、量子ビッ
トのデコヒーレンス時間（量子状態が維持される時間）を最大限に活用し、より実用的
な量子アプリケーション開発を可能にします。業界全体が、NISQ（Noisy Intermediate-

Scale Quantum）時代からフォールトトレラント時代への移行を加速する中で、このよ
うな技術的進歩は投資家やエンドユーザーからの信頼獲得に不可欠です。

今後の展望

IonQの決算発表は、同社の技術的進歩が財務業績にどのように反映されているかを明ら
かにする重要な機会です。高いゲート忠実度を達成したことで、IonQは、創薬における
新しい分子シミュレーション、材料科学における新機能材料の設計、金融業界における
リスクモデリングとポートフォリオ最適化など、高価値のアプリケーションでのリーダ
ーシップを強化するでしょう。今後の焦点は、この世界記録的な忠実度をさらに大規模
なシステムで維持し、フォールトトレラント量子コンピューティングの実現に向けたロ
ードマップをいかに着実に実行していくかとなるでしょう。

元記事: https://investors.ionq.com/news/news-details/2026/IonQ-to-Report-Second-Quarter-2026-

Financial-Results-on-August-5-2026/default.aspx

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#12 LSU物理学者が世界初の室温量子材料を開発、極低温
冷却不要で量子技術に革命

概要

ルイジアナ州立大学（LSU）の物理学者が、光の異なる量子状態を区別して輸送でき
る、世界初の室温量子材料の開発に成功したとNature誌で発表した。この画期的な成
果は、これまでほぼ全ての量子材料に必要とされてきた、かさばる極低温冷却システ

ムの必要性を排除する。研究チームは、薄い金膜に微細なスリットを刻み込むことで
人工原子を構築し、この新材料を設計・製造した。この発見は、量子コンピューティ
ングや量子通信の実用化を加速させる可能性を秘めている。

公開日 2026年07月17日  Technology Networks  アメリカ



詳細

主要成果

ルイジアナ州立大学（LSU）の物理学者チームが、これまで量子材料研究における大き
な障壁となっていた極低温冷却の必要性を排除する、世界初の室温量子材料の開発に成
功したと『Nature』誌で発表しました。この新材料は、光の異なる量子状態を効率的に
区別し、輸送する能力を持ち、量子コンピューティングや量子通信システムの設計に革
命をもたらす可能性があります。この画期的な発見は、量子技術をより身近で、より実
用的なものにする道を開くものです。

技術詳細

材料の設計と構造: 研究チームは、薄い金膜の表面にナノメートルスケールの微細な
スリットを精密に彫り込むことで、特定の波長の光と相互作用する「人工原子」を創
出しました。これらの人工原子は、従来の自然界に存在する原子が持つ量子的な特性
を模倣しつつ、外部からの操作が容易であるという利点を持っています。このユニー
クな構造が、材料が室温で量子状態を維持し、光子を効率的に操作できる能力を付与
しています。

室温での量子状態輸送: この材料の最も画期的な点は、他のほとんどの既知の量子材
料が極低温（絶対零度近く）でしか量子状態を維持できないのに対し、室温で光子の
量子状態を区別し、輸送できることです。これは、量子情報処理において、環境から
の熱ノイズによるデコヒーレンス（量子状態の崩壊）を克服するための重要な一歩で
す。

光子操作の精度: 開発された材料は、光子のスピン（角運動量）などの量子状態を高
い精度で「読み出し」および「書き込み」することが可能です。この能力は、量子ビ
ットとしての光子を利用する量子コンピューターや、量子情報を安全に伝送する量子
通信ネットワークにおいて不可欠です。



背景と業界文脈

量子コンピューティングや量子通信といった先端技術の発展は、長らく極低温環境とい
う大きな制約に直面してきました。巨大で高価な冷却システムは、これらの技術の普及
と実用化を妨げる主要な要因でした。室温で動作する量子材料の登場は、このボトルネ
ックを解消し、より小型でエネルギー効率の高い量子デバイスの開発を可能にします。
これは、量子技術が研究室から産業応用へと移行する上で、極めて重要なブレークスル
ーと位置付けられます。

今後の展望

LSUの研究チームによるこの発見は、量子技術の商業化に大きな影響を与えるでしょ
う。室温での動作は、量子コンピューターや量子センサーのコストと複雑さを劇的に削
減し、より広範な分野での導入を促進します。将来的には、この材料を基盤とした新た
な量子デバイスや、量子インターネットの実現に向けた次世代の量子通信インフラが開
発される可能性があります。この技術は、セキュリティ、医療、材料科学など、多岐に
わたる分野で革新的な変化をもたらすことが期待されています。

元記事: https://www.technologynetworks.com/applied-sciences/news/physicists-create-worlds-first-

room-temperature-quantum-material-414763

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#13 日立、Intel K.K.、AISTがNEDOと連携し2029年まで
に1000量子ビット級シリコン量子コンピューター開発

概要

日立製作所は、Intel K.K.、産業技術総合研究所（AIST）と共同で、2029年3月までの
NEDOプロジェクトに選定され、次世代シリコン量子コンピューターの開発を加速す
る。このプロジェクトは、100量子ビットおよび1,000量子ビットのシリコン量子コン

ピューター技術の開発を目指している。日立は2027会計年度までにクラウドベースの
量子コンピューティングサービスを開始し、2030年までにプロトタイプを実証する計
画である。この取り組みは、日本の量子技術競争力を強化する上で重要な役割を果た

す。

公開日 2026年07月24日  EIN Presswire  日本



詳細

主要成果

日立製作所は、Intel K.K.および産業技術総合研究所（AIST）との強力な連携のもと、新
エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）が推進する次世代シリコン量子コンピュ
ーター開発プロジェクトに選定されました。この国家プロジェクトは、2029年3月まで
に100量子ビットおよび1,000量子ビット級のシリコン量子コンピューター技術の確立を
目指すものです。日立は、この技術開発を基盤として、2027会計年度中にクラウドベー
スの量子コンピューティングサービスの提供を開始し、2030年までにはプロトタイプの
実証を目指すという野心的なロードマップを掲げています。

技術詳細

シリコン量子ビットの優位性: シリコン量子ビットは、既存の半導体製造技術との互
換性が高く、大規模集積化とスケーラビリティの面で大きな可能性を秘めています。
また、量子ビットのデコヒーレンス時間（量子状態を維持できる時間）が比較的長
く、エラー率を低減しやすいという特徴も持ちます。今回のプロジェクトでは、この
シリコン技術の利点を最大限に活用し、高密度かつ高忠実度の量子ビットアレイの実
現に注力します。

開発目標とマイルストーン: 開発目標は、まず100量子ビット級の量子コンピュータ
ー技術を確立し、その後、フォールトトレラント量子コンピューティングの実現に必
要な1,000量子ビット級システムへとスケールアップすることです。これには、量子
ビットの制御、読み出し、相互接続に関する革新的な技術開発が不可欠となります。
2027年からのクラウドサービス開始は、研究者や企業が開発中の量子コンピュータ
ーに早期にアクセスできる環境を提供し、アプリケーション開発を加速させることを
意図しています。

NEDOプロジェクトの位置づけ: NEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術
総合開発機構）は、日本の産業競争力強化と社会課題解決に資する技術開発を支援す
る機関です。このプロジェクトは、政府の「量子未来産業創出戦略」の一環として、
日本の量子技術における国際的なリーダーシップを確立するための重要な取り組みで
す。



背景と業界文脈

世界中で量子コンピューティングの開発競争が激化する中、各国はそれぞれ異なる物理
方式（超伝導、トラップ型イオン、中性原子など）に投資しています。日本は、長年に
わたる半導体技術の蓄積を背景に、シリコン量子ビットに強みを持っています。日立、
Intel K.K.、AISTという産学官の連携は、この日本の強みを活かし、研究開発から実用化
までを一貫して推進する体制を構築するものです。特に、エラー訂正技術を統合した大
規模なシステム開発は、量子コンピューティングが実社会で活用されるための決定的な
ステップとなります。

今後の展望

このプロジェクトが成功すれば、日本は世界の量子コンピューティング分野における主
要なプレーヤーとしての地位を確固たるものにするでしょう。クラウドサービスの提供
を通じて、多岐にわたる産業分野（金融、製薬、材料科学、AIなど）での量子アプリケ
ーション開発が促進され、新たなビジネス機会が創出されることが期待されます。2030

年までのプロトタイプ実証は、実用的な量子コンピューターの登場を加速させ、社会や
経済に大きな変革をもたらす可能性を秘めています。

元記事: https://world.einnews.com/pr_news/929083816/japanese-economic-and-business-weekly-

newsletter-17-july-24-july-2026

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#14 量子コンピューター性能比較：Quantinuum Helios、
Google Willow、Atom Computing AC1000が各分野で優
位性

概要

New Market Pitchが主要な量子コンピューターを比較し、各プラットフォームの優位

性を強調した。QuantinuumのHeliosは98個の完全に接続されたトラップ型バリウムイ
オン量子ビットと高い平均2量子ビット忠実度でリーダーシップを示す。Googleの
Willowは105量子ビットの超伝導チップで、高速ゲートと古典を超越する検証可能なア

ルゴリズムが特長。Atom ComputingのAC1000は1,200個以上のプログラム可能な物理
量子ビットを備え、中性原子システムが大規模エラー訂正コードへの明確な道筋を提
供するとされる。

公開日 2026年07月23日  New Market Pitch  アメリカ



詳細

主要成果

New Market Pitchの分析によると、現在の量子コンピューティング業界では、
QuantinuumのHelios、GoogleのWillow、そしてAtom ComputingのAC1000が、それぞ
れ異なる強みを持つ主要な量子コンピューターとして注目されています。Quantinuum

のHeliosは、98個の完全に接続されたトラップ型バリウムイオン量子ビットと世界最高
水準の2量子ビットゲート忠実度を誇り、高精度な量子演算を実現します。Googleの
Willowは、105量子ビットの超伝導チップで、高速な量子ゲート操作と、古典コンピュ
ーターでは不可能な計算を検証可能なアルゴリズムで実行できる能力を示しています。
一方、Atom ComputingのAC1000は、1,200個以上のプログラム可能な物理量子ビット
を持つ中性原子システムとして、大規模なエラー訂正コードの実装に向けたクリーンな
道筋を提供すると評価されています。

技術詳細

Quantinuum Helios (トラップ型イオン): Heliosは、高いゲート忠実度（99.99%）と
全結合性を特徴とする98個のトラップ型バリウムイオン量子ビットを搭載していま
す。これにより、複雑な量子アルゴリズムを高い精度で実行できるため、量子化学シ
ミュレーションや最適化問題において強力な性能を発揮します。

Google Willow (超伝導): 105個の超伝導量子ビットを搭載したWillowは、高速なゲ
ート操作と量子エラー訂正の閾値以下の動作を実証しました。これにより、物理量子
ビットを追加することで論理量子ビットの信頼性を高めることが可能となり、古典コ
ンピューターでは実行困難な「量子優位性」のタスクを達成しています。

Atom Computing AC1000 (中性原子): AC1000は、1,200個以上のプログラム可能な
物理量子ビットを持つ中性原子システムです。中性原子プラットフォームは、量子ビ
ットのデコヒーレンス時間が長く、光学的に制御されるため、大規模な量子ビットア
レイを構築しやすく、エラー訂正コードを効率的に実装するための有望な選択肢とさ
れています。



背景と業界文脈

量子コンピューティングの開発競争は激化しており、各企業はそれぞれ異なる物理方式
の量子ビット技術に投資しています。超伝導量子ビット、トラップ型イオン量子ビッ
ト、中性原子量子ビットは、それぞれ独自の利点と課題を持ち、特定のタイプの計算や
将来的なスケーリングパスにおいて優位性を示します。業界は、単に量子ビット数を競
う段階から、エラー耐性、ゲート忠実度、そして実用的なアプリケーションへの適用可
能性を重視する段階へと移行しています。これらの主要プラットフォームの進歩は、量
子コンピューティングの商用化に向けた重要な指標となります。

今後の展望

各社の量子コンピューターは、それぞれの技術的優位性を活かし、特定の産業分野での
実用化を目指しています。Quantinuumは高精度計算を、Googleはエラー訂正と量子優
位性のデを、Atom Computingは大規模スケーリングをそれぞれ追求しています。今
後、これらのプラットフォーム間の競争は、エラー訂正技術のさらなる進化と、より効
率的な量子アルゴリズムの開発によって加速されるでしょう。最終的には、これらのブ
レークスルーが、材料科学、製薬、金融、AIといった多岐にわたる分野で、量子コンピ
ューティングが提供できる価値を決定づけることになります。

元記事: https://newmarketpitch.com/blogs/news/quantum-computing-best-quantum-computer

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#15 多体絡み合い状態の生成効率を大幅向上：Bellペアネ
ットワーク向けリソース効率的プロトコルをarXivで公開

概要

arXivに公開された最新の研究論文は、量子ネットワークにおいてGreenberger–Horne–

Zeilinger (GHZ) 状態などの多体絡み合い状態を生成するための、計算効率的かつリソ
ース効率的なプロトコルを提案している。このプロトコルは、消費されるBellペア、ロ

ーカルゲート、およびBellペアソースの数に関しても効率的であり、多者間の量子ネッ
トワークタスクにおける重要な課題に対処する。本研究は、将来の量子インターネッ
トの基盤となる、効率的な量子情報共有のためのブレークスルーである。

公開日 2026年07月20日  arXiv  アメリカ



詳細

主要成果

arXivで公開された新しい研究論文は、量子ネットワークにおける多体絡み合い状態、特
にGreenberger–Horne–Zeilinger (GHZ) 状態を生成するための、画期的なプロトコルを
提案しています。このプロトコルは、計算効率とリソース効率の両面で優れており、消
費されるBellペアの数、必要なローカルゲート操作、およびBellペアソースの利用効率を
大幅に向上させます。これにより、多者間の量子ネットワークタスクにおける重要なボ
トルネックを解消し、将来の量子インターネットの実現に向けた強力な一歩となりま
す。

技術詳細

多体絡み合い状態の生成: GHZ状態のような多体絡み合い状態は、複数の量子ビット
が互いに密接に絡み合っている状態であり、量子鍵配送、分散型量子コンピューティ
ング、量子センサーネットワークなど、多くの量子情報処理タスクにおいて不可欠な
リソースです。しかし、これらの状態を効率的かつ高忠実度で生成することは、量子
ネットワークにおける大きな課題でした。

リソース効率的なプロトコル: 提案されたプロトコルは、既存の手法と比較して、よ
り少ないBellペア（絡み合いの基本的な単位）で多体絡み合い状態を生成できるよう
に設計されています。これにより、ネットワーク全体の効率が向上し、量子リソース
の消費を抑えながら、より複雑な量子ネットワーク通信が可能になります。

計算効率の向上: このプロトコルは、量子ネットワークノードにおける計算負荷、特
にローカルゲート操作の数を最小限に抑えるように設計されています。計算効率の向
上は、ネットワークの速度とスケーラビリティを向上させる上で極めて重要であり、
リアルタイムの量子通信アプリケーションの実現に貢献します。

Bellペアソースの利用最適化: プロトコルはまた、Bellペアを生成するソースの利用効
率も考慮に入れています。これにより、量子ネットワーク全体の運用コストと複雑さ
を低減し、より実用的な量子インターネットインフラの構築に寄与します。



背景と業界文脈

量子インターネットは、複数の量子コンピューターや量子センサーを絡み合いを介して
接続し、分散型量子計算や超高セキュリティ通信を可能にするという究極の目標です。
しかし、長距離で安定した絡み合いを生成し、維持することは非常に困難であり、現在
の光ファイバーネットワークでの損失やデコヒーレンスの問題が大きな障壁となってい
ます。本研究のような効率的な多体絡み合い状態の生成プロトコルは、これらの技術的
課題を克服し、量子ネットワークのスケーラビリティとロバスト性を向上させる上で不
可欠な要素です。

今後の展望

この新しいプロトコルは、量子インターネットの発展に大きな影響を与える可能性があ
ります。特に、より大規模で複雑な量子ネットワークの構築を加速し、分散型量子コン
ピューティングにおけるより高度なアプリケーションの開発を可能にするでしょう。ま
た、よりセキュアな多者間通信や、遠隔地の量子センサーネットワークの連携にも応用
が期待されます。本研究は、量子技術が単一のデバイスからネットワーク化されたシス
テムへと進化する上で、重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://arxiv.org/html/2412.04252v4

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/html/2412.04252v4


#16 MicrosoftとQuantinuumが低エラー論理操作を協
力：NAND Researchがエンタープライズ向け量子クラウ
ドコンピューティングガイド公開

概要

NAND Researchが発行したエンタープライズ向け量子クラウドコンピューティングガ

イドは、主要なプラットフォームと開発動向を詳述し、特にMicrosoftとQuantinuum

の低エラー論理操作に関する協力関係を強調している。この協力により、論理エラー
率の改善を示す査読済みの結果が発表された。また、IBMはQiskit Runtimeを通じて計

算実行に注力し、2026年ロードマップで量子優位性の初期例実証とリアルタイムエラ
ー訂正デコーダーの試作を目標としている。

公開日 2026年07月17日  NAND Research  アメリカ



詳細

主要成果

NAND Researchは、企業が量子コンピューティングをクラウド経由で活用するための包
括的なガイドを公開し、主要な量子クラウドコンピューティングプラットフォームとそ
の最新開発動向を詳述しています。このガイドでは、特にMicrosoftとQuantinuumの提
携が注目されており、低エラー論理操作の実現に向けた協力が強調されています。この
連携により、論理エラー率の改善を示す査読済みの結果が公表され、量子コンピューテ
ィングの信頼性向上に貢献しています。一方、IBMはQiskit Runtimeを通じて計算実行能
力の向上に注力し、2026年までのロードマップで量子優位性の初期実証とリアルタイム
エラー訂正デコーダーのプロトタイプ開発を目標としています。

技術詳細

MicrosoftとQuantinuumの協力: Microsoftは、Quantinuumのトラップ型イオン量子
ハードウェアを活用し、高忠実度な量子操作とエラー訂正技術を統合することで、論
理量子ビットのエラー率を低減する研究を進めています。この共同研究は、従来の物
理量子ビットのノイズレベルを超える信頼性を持つ論理量子ビットの実現を目指して
おり、その成果は査読済み論文で報告されています。

IBMのQiskit Runtimeとロードマップ: IBMは、オープンソースの量子ソフトウェア
開発キットQiskitと、クラウド上の量子ハードウェアで量子プログラムを効率的に実
行できるQiskit Runtimeに注力しています。2026年までのロードマップでは、量子コ
ンピューティングが古典コンピューターでは困難な問題を解決できる「量子優位性」
の初期例を実証することと、量子計算中に発生するエラーをリアルタイムで修正する
エラー訂正デコーダーのプロトタイプを開発することを主要目標としています。

クラウドベースのアクセス: 主要な量子コンピューティングプロバイダーは、量子ハ
ードウェアへのクラウドベースのアクセスを提供することで、企業や研究者が高価な
設備投資なしに量子技術を探索・開発できる環境を整備しています。これにより、量
子アルゴリズムの開発と実証が加速しています。



背景と業界文脈

量子コンピューティングは、その膨大な計算能力で創薬、材料科学、金融モデリング、
AIなど多岐にわたる産業分野に革命をもたらす可能性を秘めています。しかし、ハード
ウェアの複雑性、コスト、そしてエラー耐性の課題が普及の障壁となっていました。ク
ラウドプラットフォームの登場は、これらの障壁を低減し、企業が量子コンピューティ
ングの潜在能力を探るためのアクセスを提供しています。Microsoft、Quantinuum、
IBMなどの主要企業による技術開発と協力は、量子コンピューティングが研究段階から
実用段階へと移行する上で不可欠な要素です。

今後の展望

量子クラウドコンピューティングは、今後数年間でさらに成熟し、より多くの企業がそ
の恩恵を受けるようになるでしょう。MicrosoftとQuantinuumの低エラー論理操作の進
展や、IBMのリアルタイムエラー訂正デコーダーの開発は、フォールトトレラント量子
コンピューティングの実現を加速させ、より複雑で実用的な量子アプリケーションの展
開を可能にします。企業は、量子技術が自社のビジネスに与える影響を評価し、早期に
戦略を策定することが、将来の競争優位性を確保する上で重要となります。将来的に
は、統合された量子・HPCワークフローが標準となるかもしれません。

元記事: https://nand-research.com/quantum-cloud-computing-an-enterprise-guide/

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://nand-research.com/quantum-cloud-computing-an-enterprise-guide/


#17 量子テレポーテーションが伝送効率を3倍向上：半導
体量子ドットで安全な量子ネットワークに前進

概要

研究者たちが半導体量子ドットを用いて量子状態伝送効率を3倍に高めることに成功
し、安全な量子ネットワークに向けた重要な一歩を踏み出した。このブレークスルー
は、信号損失という量子通信の主要課題に対処し、スケーラブルな量子通信インフラ

と機能的な量子インターネットの実現への道を開く。この進歩は、絡み合いを利用し
て粒子間で状態を物理的に移動させずに転送する量子テレポーテーション技術に焦点
を当て、光子損失を克服することで達成された。

公開日 2026年07月17日  CurrentDeck  アメリカ



詳細

主要成果

量子通信技術における画期的な進歩として、研究者チームが半導体量子ドットを利用し
て量子状態の伝送効率を3倍に向上させることに成功しました。この革新的な成果は、
長らく量子通信のボトルネックであった信号損失の問題を大きく改善し、より安全でス
ケーラブルな量子ネットワークおよび最終的には機能的な量子インターネットの実現に
向けた重要なマイルストーンとなります。この進歩は、絡み合いを利用して量子状態を
物理的に移動させずに遠隔地へ「転送」する量子テレポーテーション技術の効率を高め
ることで達成されました。

技術詳細

量子テレポーテーションの効率向上: 量子テレポーテーションは、量子ビットの情報
を、物理的な媒体を通さずに、絡み合った量子ペアを介して遠隔地へ転送する技術で
す。これまで、このプロセスにおける光子損失が大きな課題でしたが、今回の研究で
は、特に半導体量子ドットの最適化と、光子発生源の効率改善によって、伝送効率を
従来の3倍に引き上げることができました。

半導体量子ドットの役割: 半導体量子ドットは、個々の光子を発生させることができ
る微小な半導体構造であり、量子光源として利用されます。この研究では、量子ドッ
トの品質と制御技術を向上させることで、絡み合った光子ペアをより高効率かつ高純
度で生成できるようになり、結果として量子テレポーテーションの信頼性と効率が向
上しました。

光子損失の克服: 長距離量子通信における主要な課題は、光ファイバーを介した光子
伝送中の信号損失です。量子テレポーテーションは、この損失をバイパスする可能性
を秘めていますが、そのためには絡み合った光子ペアの効率的な生成と検出が不可欠
です。今回のブレークスルーは、この生成・検出プロセスの効率を劇的に向上させる
ものです。



背景と業界文脈

安全な量子通信ネットワークの構築は、サイバーセキュリティの未来を形作る上で極め
て重要です。現在の古典的な暗号技術は、将来の量子コンピューターによって破られる
可能性が指摘されており、量子鍵配送（QKD）や量子テレポーテーションなどの量子通
信技術が、究極のセキュリティソリューションとして期待されています。伝送効率の向
上は、量子通信ネットワークの距離、速度、およびスケーラビリティを向上させる上で
不可欠であり、政府、防衛、金融機関などがその開発に大きな関心を寄せています。

今後の展望

量子テレポーテーションの伝送効率が3倍に向上したことは、量子通信の実用化と量子
インターネットの実現に向けたロードマップを加速させるでしょう。この技術は、安全
な長距離通信を可能にし、最終的には分散型量子コンピューティングや、遠隔地の量子
センサーネットワークといったより高度な量子アプリケーションの基盤となります。今
後、研究者たちは、この技術をさらに改良し、より大規模なネットワーク環境での実証
実験を通じて、その堅牢性と実用性を確立していくことが期待されます。

元記事: https://currentdeck.com/tech/quantum-teleportation-efficiency-boost-breakthrough/

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://currentdeck.com/tech/quantum-teleportation-efficiency-boost-breakthrough/


#18 中国の量子コンピューター「九章四号」が世界記録更
新：LLMのグローバルダウンロード数も100億回突破と発
表

概要

中国国務院新聞弁公室は、同国の量子コンピューター「九章四号」が新たな世界記録

を樹立したと発表した。これは、中国が量子コンピューティング分野で主導的な地位
を確立し続けていることを示す重要な指標である。同時に、中国製のオープンソース
大規模言語モデル（LLM）の世界累計ダウンロード数が100億回を突破したことも発表

された。この二つの発表は、中国がAIと量子技術の両分野で急速な進歩を遂げている
ことを強調している。

公開日 2026年07月20日  ライブドアニュース (CGTN Japanese)  中国



詳細

主要成果

中国国務院新聞弁公室は、中国が開発した量子コンピューター「九章四号（Jiuzhang

4）」が新たな世界記録を樹立したと発表しました。この成果は、量子コンピューティ
ング分野における中国の研究開発能力の高さと、国際的な競争力を改めて示すもので
す。また、同時に発表されたデータによると、中国製のオープンソース大規模言語モデ
ル（LLM）のグローバル累計ダウンロード数が100億回を突破したことも明らかになり
ました。この二つのニュースは、中国がAIと量子技術という最先端分野で急速かつ広範
囲にわたる進歩を遂げている現状を浮き彫りにしています。

技術・臨床詳細

量子コンピューター「九章四号」の記録更新: 「九章」シリーズは、光子を利用した
量子コンピューターであり、特定の計算問題において古典コンピューターを凌駕する
「量子優位性」を実証することで知られています。今回の「九章四号」による世界記
録更新は、その計算能力、エラー耐性、または問題解決速度において、既存の光子ベ
ース量子コンピューターの性能をさらに上回ったことを示唆しています。これによ
り、中国は光子量子コンピューティング分野における世界的なリーダーシップをさら
に強化しました。具体的な性能向上数値は発表に言及されていないが、以前の九章シ
リーズと比較して大幅な性能向上であると推察されます。

大規模言語モデルの飛躍的普及: 中国製オープンソースLLMの累計ダウンロード数が
100億回を突破したことは、中国のAI技術が国内外で広く受け入れられ、活用されて
いることを示しています。これは、AI開発におけるオープンソースコミュニティへの
貢献と、その技術が多様なアプリケーションに統合されている証拠です。



背景と業界文脈

量子コンピューティングとAIは、21世紀の最も変革的な技術として認識されており、世
界各国がこれらの分野で覇権を争っています。中国は、国家戦略として量子技術とAIの
研究開発に巨額の投資を行い、近年目覚ましい成果を上げています。特に「九章」シリ
ーズは、アメリカのGoogleが開発した超伝導量子コンピューター「Sycamore」と並
び、量子優位性を実証した数少ないシステムの一つです。LLMの普及は、AI技術が産業
界や社会に深く浸透していることを示し、中国がデジタル経済の形成において重要な役
割を担っていることを裏付けています。量子技術とAIの融合は、創薬、材料科学、金
融、セキュリティなど、広範な分野で新たなイノベーションを生み出す可能性を秘めて
います。

今後の展望

中国の「九章四号」による世界記録更新は、量子コンピューティングの商業化と実用化
に向けたロードマップを加速させるでしょう。より強力な量子コンピューターは、既存
の暗号システムに対する脅威となるだけでなく、AIモデルの訓練や最適化にも利用され
る可能性があります。LLMの広範な普及は、AIアプリケーションの多様化を促進し、今
後の技術開発に弾みをつけるでしょう。中国がこれらの最先端技術分野で継続的に進歩
を遂げることは、国際的な技術競争に大きな影響を与え、新たなイノベーションの波を
生み出すことが期待されます。

元記事: https://news.livedoor.com/article/detail/31871930/

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.livedoor.com/article/detail/31871930/


#19 DOE、2028年までのフォールトトレラント量子コン
ピューター実現を目標：ライス大学がエラー訂正デコード
研究で参加

概要

米国エネルギー省（DOE）は、2028年までにフォールトトレラントな量子コンピュー

ターを実現するという野心的な目標を掲げ、ライス大学が量子科学センター（QSC）
に加わり、量子エラー訂正デコードのスケーリング研究を推進する。ライス大学は、
この5年間で90万ドルの助成金を受け、IBMやQuantinuumなどのパートナーとともに

QSCを主導するオークリッジ国立研究所（ORNL）と協力する。この研究は、量子エラ
ー訂正における古典的な高性能コンピューティングのボトルネックに対処することに
特化している。

公開日 2026年07月22日  The Daily Quantum  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省（DOE）が、2028年までにフォールトトレラント量子コンピューター
を実現するという極めて野心的な目標を設定し、これに向けてライス大学がDOEの量子
科学センター（QSC）に参画しました。ライス大学は、このイニシアチブの一環とし
て、量子エラー訂正デコードのスケーリングに関する重要な研究に90万ドルの助成金
（5年間）を投入します。この取り組みは、量子コンピューティングの商業ロードマッ
プと比較しても非常に積極的な目標であり、ORNL（オークリッジ国立研究所）がIBM

やQuantinuumといった業界の主要プレーヤーと協力して主導します。ライス大学の専
門知識は、量子エラー訂正のプロセスにおける古典的な高性能コンピューティングのボ
トルネックに対処することに焦点を当てています。

技術詳細

フォールトトレラント量子コンピューティングの目標: フォールトトレラント量子コ
ンピューターは、個々の量子ビットに発生するノイズやエラーを自動的に修正し、大
規模かつ信頼性の高い計算を可能にする次世代のシステムです。2028年という目標
は、量子ビットの数を増やすだけでなく、エラー率を劇的に低減する技術開発が急速
に進められていることを示唆しています。

量子エラー訂正デコードのスケーリング: 量子エラー訂正は、物理量子ビットの冗長
性を用いて論理量子ビットを保護しますが、その過程で大量の古典計算リソースを必
要とします。特に、エラーを検出し修正する「デコード」プロセスは計算負荷が高
く、システムのボトルネックとなる可能性があります。ライス大学の研究は、このデ
コードプロセスを効率的にスケーリングするための新しいアルゴリズムやハードウェ
ア設計に焦点を当てます。

QSCの構成と役割: 量子科学センター（QSC）は、ORNLが主導する広範な産学連携プ
ログラムであり、基礎研究から応用開発までを包括的に推進しています。IBMや
Quantinuumのような企業パートナーがハードウェアとソフトウェアの専門知識を提
供し、ライス大学のような学術機関が、エラー訂正のような特定の技術的課題に対す
るブレークスルーを目指します。



背景と業界文脈

量子コンピューティングは、製薬、材料科学、金融、AIなど多岐にわたる分野で革新を
もたらす可能性を秘めていますが、現在のデバイス（NISQ：Noisy Intermediate-Scale

Quantum）はエラー率が高く、その能力が制限されています。フォールトトレラント量
子コンピューターの実現は、この制約を打ち破り、真の量子優位性を達成するための不
可欠なステップです。DOEのような政府機関による大規模な投資と、学術界、産業界の
連携は、この複雑な課題を克服するための国家戦略の一環として位置づけられます。

今後の展望

ライス大学がQSCに参加し、量子エラー訂正デコードのボトルネック解消に特化するこ
とで、2028年という野心的な目標達成の可能性が高まります。この研究は、古典コンピ
ューターと量子コンピューターの最適な連携（ハイブリッドコンピューティング）を実
現する上でも重要な意味を持ちます。もし2028年までにフォールトトレラント量子コン
ピューターが実証されれば、科学研究や産業応用に計り知れない影響を与え、新たな技
術革命の波を加速させるでしょう。今後の研究成果は、量子コンピューティングの現実
的なタイムラインを形成する上で重要な指標となることが期待されます。

元記事: https://thedailyquantum.com/articles/rice-doe-quantum-science-center-fault-tolerant-2028

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://thedailyquantum.com/articles/rice-doe-quantum-science-center-fault-tolerant-2028


#20 米American Binary、NSA CNSA 2.0準拠の量子耐性
暗号アーキテクチャ「Ambit Client」を発表

概要

American Binaryは、NSAのCNSA (Commercial National Security Algorithm) 2.0要件を
満たすように設計された、量子耐性暗号アーキテクチャ「Ambit Client」を発表した。
同社の製品は、標準の進化に合わせてアルゴリズムの交換が可能な完全な暗号アジリ

ティと、ダウングレード攻撃からの保護を提供するように構築されている。NSAは、
国家安全保障システム向けのネットワーキング機器が、2026年1月までにCNSA 2.0耐
量子暗号をサポートし、デフォルトとすることを義務付けており、Ambit Clientはこれ

に直接対応するソリューションとなる。

公開日 2026年07月24日  Cyber Defense Magazine  アメリカ



詳細

主要成果

American Binary社は、国家安全保障システム（NSS）向けの米国国家安全保障局
（NSA）の厳格なCNSA（Commercial National Security Algorithm）2.0要件に準拠する
よう特別に設計された、革新的な量子耐性暗号（PQC）アーキテクチャ「Ambit

Client」を発表しました。この製品は、完全な「暗号アジリティ」を特徴とし、将来的
に暗号標準が進化しても、基盤となるアルゴリズムを迅速かつ安全に交換できる能力を
備えています。さらに、ダウングレード攻撃からの保護も提供することで、量子コンピ
ューターが現在の暗号を破る可能性に備える上で、政府機関や重要インフラにとって不
可欠なソリューションとなります。

技術詳細

CNSA 2.0準拠: NSAのCNSA 2.0は、耐量子暗号を含む次世代の暗号スイートを定義し
ており、国家安全保障システムに対する新たなサイバー脅威、特に将来の量子コンピ
ューターによる暗号解読の脅威に対抗することを目的としています。American

BinaryのAmbit Clientは、これらの厳しい基準を満たすように開発されており、量子
脅威に強いセキュリティ基盤を提供します。NSAは、2026年1月までにネットワーキ
ング機器がCNSA 2.0耐量子暗号をサポートし、デフォルトとすることを義務付けて
いるため、Ambit Clientはタイムリーなソリューションとなります。

暗号アジリティ: Ambit Clientの核心的な強みは、その完全な暗号アジリティにありま
す。これは、現在NISTによって標準化が進められているPQCアルゴリズムを含め、
新しい暗号アルゴリズムが利用可能になった際に、システム全体を再設計することな
く、容易に暗号モジュールを更新・交換できる能力を指します。これにより、技術の
進化に対応し、長期的なセキュリティを確保できます。

ダウングレード攻撃からの保護: ダウングレード攻撃は、より弱いまたは古い暗号プ
ロトコルを悪用して通信を傍受する手法です。Ambit Clientは、強力なセキュリティ
プロトコルを強制し、レガシーな脆弱性への後退を防ぐことで、このような攻撃から
システムを保護します。



背景と業界文脈

量子コンピューティングの進歩は、現在の公開鍵暗号システムに対する潜在的な脅威と
して広く認識されています。この「量子ハルマゲドン」の可能性に備えるため、世界中
の政府機関や標準化団体は、耐量子暗号（PQC）の研究開発と標準化を加速させていま
す。NSAのCNSA 2.0は、米国の国家安全保障に不可欠なシステムが、量子コンピュータ
ー時代においても安全性を保てるようにするための戦略的な動きです。American Binary

のような企業は、このような新たなセキュリティ要件に応えるための重要なソリューシ
ョンプロバイダーとして浮上しています。

今後の展望

Ambit ClientのようなPQC準拠製品の登場は、政府機関や重要インフラ、金融サービス
などの厳格なセキュリティ要件を持つ業界における耐量子暗号の導入を加速させるでし
ょう。暗号アジリティは、PQC標準が最終的に確定し、展開されるまでの移行期間にお
いて、組織が柔軟に対応するための鍵となります。今後、American Binaryは、その革新
的なセキュリティアーキテクチャを通じて、量子脅威からの保護を求める市場で重要な
役割を果たすことが期待されます。この技術は、将来のサイバーセキュリティランドス
ケープを形成する上で不可欠な要素となるでしょう。

元記事: https://www.cyberdefensemagazine.com/innovator-spotlight-american-binary/

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.cyberdefensemagazine.com/innovator-spotlight-american-binary/


#21 量子コンピューティングの実用性、2024-2025年に大
きな転換点：Google Willowがエラー訂正閾値を超過

概要

TON618 Capitalの分析によると、2024年から2025年にかけて量子コンピューティング
は初めて真に重要な結果を出し、実用性への大きな転換点を迎えた。Googleの
「Willow」チップは、物理部品を追加することで量子ビットの信頼性が向上すること

（エラー訂正閾値を超えたこと）を実証し、この進歩を象徴している。Quantinuumと
IonQのトラップ型イオンマシンも、構築可能な十分な低エラー率を達成した。ただ
し、科学とエンジニアリングは加速しているものの、実世界の問題に対する有用な解

答はまだ実現していないと明確に指摘されている。

公開日 2026年07月18日  TON618 Capital  アメリカ



詳細

主要成果

TON618 Capitalの最新分析は、量子コンピューティングが2024年から2025年にかけて、
その実用化に向けた重要な転換点を迎えたと指摘しています。特に、Googleの
「Willow」チップが物理部品の追加によって量子ビットの信頼性が向上すること、つま
りエラー訂正の閾値を超えたことを実証したことが、この期間の最も重要な成果とされ
ています。また、QuantinuumとIonQが提供するトラップ型イオンマシンも、量子シス
テムの構築に十分な低エラー率を達成し、業界全体の進歩を後押ししています。この分
析は、量子コンピューティングの科学的基盤とエンジニアリング開発は急速に進んでい
るものの、具体的な実世界の問題に対する有用な解決策はまだ完全に実現していないと
いう、現実的な視点を提供しています。

技術詳細

Google Willowのエラー訂正閾値超過: GoogleのWillowチップは、量子エラー訂正の
理論的閾値を超える性能を初めて実証しました。これは、エラーの発生する物理量子
ビットを複数用いることで、より安定した「論理量子ビット」を構築し、そのエラー
率を低減できることを意味します。この成果は、フォールトトレラント量子コンピュ
ーティングの実現に向けた最大の障壁の一つを克服する上で極めて重要です。

トラップ型イオンマシンの高信頼性: QuantinuumのHeliosやIonQのTempoといったト
ラップ型イオン量子コンピューターは、高いゲート忠実度と長いコヒーレンス時間
（量子状態を維持できる時間）が特徴です。これらのマシンは、既に量子システムを
構築し、特定のベンチマーク問題を解決するために十分なほど低いエラー率を達成し
ており、商業利用に向けた準備が着実に進んでいます。

「量子優位性」から「有用な量子優位性」へ: 過去には、特定の人工的な問題で古典
コンピューターを凌駕する「量子優位性」が実証されましたが、今回の分析は、それ
が実世界の問題に対する「有用な量子優位性」に移行する段階にあることを示唆して
います。エラー訂正の進歩は、この移行を可能にする鍵となります。



背景と業界文脈

長らく、量子コンピューティングは理論的な可能性の領域に留まり、実用化は遠い未来
と見られていました。しかし、2024年から2025年にかけての技術的ブレークスルー
は、この認識を大きく変えるものです。政府機関、学術界、そして民間企業からの大規
模な投資が、ハードウェア、ソフトウェア、そしてエラー訂正技術の革新を加速させて
います。この期間の進展は、量子コンピューティングが単なる研究テーマではなく、サ
イエンス、エンジニアリング、そしてビジネスモデルの交差点で急速に進化しているこ
とを示しています。

今後の展望

エラー訂正技術の継続的な進歩は、量子コンピューティングがより複雑な、そして実用
的な問題解決に適用されるための道を開きます。金融モデリング、新素材開発、創薬、
人工知能の最適化など、古典コンピューターでは処理が困難な領域での量子コンピュー
ティングの活用が加速するでしょう。ただし、分析が指摘するように、真に「有用な」
量子ソリューションが広範に普及するには、さらなるエンジニアリングの洗練と、特定
の産業ニーズに合わせたアルゴリズム開発が不可欠です。投資家は、これらの技術的進
歩がどのように収益化され、市場に影響を与えるかを慎重に評価する必要があります。

元記事: https://ton618capital.com/ton618-research/quantum-computing/

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ton618capital.com/ton618-research/quantum-computing/


#22 量子コンピューティング、2029年までに金融・製
薬・製造業の経営ボードに必須スキル化：Robert Half予
測

概要

Robert Halfのレポートは、2029年までに量子コンピューティングが、製薬、先進製造

業、金融サービスといった特定の産業において、経営ボードにとって不可欠なスキル
となると予測した。量子コンピューティングの成功は、これらの分野で大きな競争優
位性をもたらす可能性があり、経営戦略に直接影響を与えるためである。また、強力

な量子コンピューターが既存の多くの暗号化方式を破る潜在能力を持つため、将来的
に重大なサイバーセキュリティリスクを生み出すことも強調されている。

公開日 2026年07月17日  Robert Half  アメリカ



詳細

主要成果

人材サービス大手Robert Halfの最新レポートは、2029年までに量子コンピューティング
が、特に製薬、先進製造業、金融サービスといった高付加価値産業において、企業の経
営ボードにとって不可欠な戦略的スキルとなるだろうと予測しています。この予測の背
景には、量子コンピューティングがこれらの産業分野で成功裏に導入された場合、画期
的な競争優位性をもたらす潜在力があるという認識があります。また、同レポートは、
強力な量子コンピューターが現在の多くの暗号化方式を破る能力を持つため、将来的に
重大なサイバーセキュリティリスクを惹起する可能性も指摘しています。

技術・市場詳細

産業別影響:

製薬: 量子コンピューティングは、新薬の候補化合物の設計、分子シミュレーショ
ンの精度向上、臨床試験の最適化に革命をもたらし、創薬期間とコストを大幅に
削減する可能性があります。

先進製造業: 新素材の設計、サプライチェーンの最適化、複雑な製造プロセスのシ
ミュレーションにおいて、量子コンピューティングはこれまでにない効率と革新
をもたらします。

金融サービス: 量子コンピューティングは、ポートフォリオ最適化、リスク管理、
高頻度取引アルゴリズムの改善など、金融市場における複雑な計算問題の解決に
貢献します。

サイバーセキュリティリスク: 量子コンピューターは、ショアのアルゴリズム（素因
数分解）やグローバーのアルゴリズム（データベース検索）を効率的に実行できるた
め、現在の公開鍵暗号（RSA、ECCなど）や一部の共通鍵暗号の安全性を脅かす可能
性があります。これにより、企業の機密情報や国家の安全保障が危険にさらされるた
め、耐量子暗号（PQC）への移行が喫緊の課題となっています。



背景と業界文脈

量子コンピューティングは、長らく研究室の領域にありましたが、ハードウェアとソフ
トウェアの急速な進化により、数年内の実用化が現実味を帯びてきました。この技術
は、AI（人工知能）やブロックチェーンと同様に、単なるITツールではなく、企業戦略
やビジネスモデルそのものを変革する可能性を秘めたディスラプティブ（破壊的）な技
術として認識されています。そのため、経営層は量子技術の基本原理、潜在的な応用、
そしてそれが自社の競争環境やリスクプロファイルに与える影響を理解し、適切な戦略
的意思決定を行う能力が求められるようになっています。

今後の展望

経営ボードにおける量子コンピューティングのスキル需要は、今後数年間でさらに高ま
るでしょう。これは、技術部門だけでなく、戦略、リスク管理、コンプライアンス、さ
らには倫理といった多様な分野で、量子技術に関する深い理解が不可欠となることを意
味します。企業は、量子コンピューティングの導入を検討するだけでなく、そのセキュ
リティ上の影響（耐量子暗号への移行計画）にも積極的に対処する必要があります。こ
の技術を戦略的に活用できる企業が、未来の市場でリーダーシップを確立することにな
るでしょう。

元記事: https://www.roberthalf.com/us/en/insights/management-tips/the-skills-your-board-may-need

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.roberthalf.com/us/en/insights/management-tips/the-skills-your-board-may-need


#23 AIと量子コンピューティング競争が加速：中国が
Google Willowの成果と並ぶ画期的進展

概要

Live Trading Newsは、量子コンピューティングが2026年に転換点を迎え、Googleの
Willowプロセッサが実証したように、エラー訂正が効果的にスケーリングされるよう
になったと報じた。Atom Computingが24個の論理量子ビットを生成・絡み合わせ、

Nvidiaが「Ising」ニューラルネットワークデコーダーをリリースしエラー率を抑制、
Quantinuumが初のユニバーサル位相ゲートセットを実証するなど、重要な進展が続い
ている。本記事は、AIと量子技術の加速する融合、そして米国の開発に対応する中国

の急速な進歩を強調している。

公開日 2026年07月21日  Live Trading News  アメリカ



詳細

主要成果

Live Trading Newsは、量子コンピューティングが2026年に決定的な転換点を迎えたと報
じました。これは、GoogleのWillowプロセッサが実証したように、量子エラー訂正が効
果的にスケーリング可能になったことを示しています。この時期には、Atom

Computingが24個の論理量子ビットを生成し絡み合わせることに成功したほか、Nvidia

がエラー率を抑制するための「Ising」ニューラルネットワークデコーダーをリリース
し、さらにQuantinuumが初のユニバーサル位相ゲートセットを実証するなど、複数の
画期的な進展が相次ぎました。これらの成果は、人工知能（AI）と量子技術の加速する
融合、そして米国におけるこうした開発に対する中国の急速な進歩を浮き彫りにしてい
ます。

技術詳細

Google Willowによるエラー訂正のスケーリング: GoogleのWillowプロセッサは、物
理量子ビットを追加することで論理量子ビットのエラー率を低減できることを示し、
量子エラー訂正の閾値を超えました。これは、実用的なフォールトトレラント量子コ
ンピューター構築に向けた決定的な一歩です。

Atom Computingによる論理量子ビットの生成: Atom Computingは、中性原子プラ
ットフォームで24個の論理量子ビットを生成し、これらを絡み合わせることに成功
しました。これは、中性原子システムの大規模スケーラビリティと、エラー訂正が可
能な論理量子ビットの実現に向けた重要な進歩を示しています。

Nvidiaの「Ising」デコーダー: Nvidiaは、量子エラー訂正のデコードプロセスを高速
化し、エラー率を抑制するための「Ising」ニューラルネットワークデコーダーを開
発しました。これは、古典的なAI技術を量子エラー訂正に応用するハイブリッドアプ
ローチの成功例であり、フォールトトレラント量子コンピューティングの実用化を加
速させます。

Quantinuumのユニバーサル位相ゲートセット: Quantinuumは、トラップ型イオン量
子コンピューターにおいて、初のユニバーサル位相ゲートセットを実証しました。こ
れにより、任意の量子計算を効率的かつ高精度に実行できることが保証され、量子ア
ルゴリズム開発の柔軟性が大幅に向上します。



背景と業界文脈

米国と中国は、AIと量子コンピューティングという二つの最先端技術分野で激しい競争
を繰り広げています。本記事が指摘する2026年のブレークスルーは、この競争が新たな
段階に入ったことを示唆しています。特に、エラー訂正技術の進歩は、量子コンピュー
ティングが研究室の段階から実用的なアプリケーションへの移行を加速させる上で不可
欠です。AIと量子コンピューティングの融合は、創薬、材料科学、金融、サイバーセキ
ュリティなど、多岐にわたる産業分野で破壊的なイノベーションを生み出す可能性を秘
めています。

今後の展望

エラー訂正のスケーリング、論理量子ビットの生成、AIを活用したデコーダーの開発、
そしてユニバーサルゲートセットの実証といった進歩は、今後数年間で量子コンピュー
ティングの能力を劇的に向上させるでしょう。これにより、量子コンピューターが現在
の古典コンピューターでは解決できない問題を効率的に処理する「量子優位性」の応用
例がさらに増えることが期待されます。この技術競争は、国家間の技術的リーダーシッ
プだけでなく、経済的繁栄と国家安全保障にも直接影響を与えるため、今後も注目され
るでしょう。

元記事: https://www.livetradingnews.com/ai-and-quantum-computing-the-latest-news-and-why-the-

race-with-china-just-accele

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.livetradingnews.com/ai-and-quantum-computing-the-latest-news-and-why-the-race-with-china-just-accele
https://www.livetradingnews.com/ai-and-quantum-computing-the-latest-news-and-why-the-race-with-china-just-accele


#24 インド内閣が「Semicon India Programme 2.0」を
承認、量子コンピューティング含む半導体エコシステム構
築へ

概要

インド内閣は、「Semicon India Programme 2.0」を承認し、チップ設計から製造、パ

ッケージング、材料、R&D、人材育成までを網羅する包括的な半導体エコシステムの
構築を目指す。この国家イニシアチブは、ATMP/OSAT施設を強化し、R&Dにおける協
力を促進するとともに、AIや量子コンピューティングなどのフロンティア技術のため

の人材を育成する。プログラムの目的は、インドを信頼できるグローバル半導体ハブ
にし、サプライチェーンの回復力を高めることである。

公開日 2026年07月18日  Drishti IAS  インド



詳細

主要成果

インドの内閣は、国内の半導体産業を大幅に強化するため、「 Semicon India

Programme 2.0」を承認しました。この包括的なイニシアチブは、チップ設計、製造
（ファウンドリ）、高度なパッケージング（ATMP/OSAT）、材料供給、研究開発
（R&D）、そして専門人材の育成に至るまで、半導体エコシステムのバリューチェーン
全体をカバーすることを目的としています。特に、人工知能（AI）や量子コンピューテ
ィングといった最先端技術分野のための人材育成が強調されており、インドを信頼でき
るグローバル半導体ハブとして位置づけ、世界的なサプライチェーンの回復力強化に貢
献することを目指します。

政策詳細

プログラムの目的: Semicon India Programme 2.0の主要な目的は、インドの半導体産
業を自立させ、グローバル市場における競争力を高めることです。これは、地政学的
リスクが高まる中で、世界的な半導体サプライチェーンの強靭化にも寄与する戦略的
な動きです。

投資とインセンティブ: このプログラムは、半導体製造施設の設立や既存施設の拡張
に対する財政的インセンティブ、研究開発プロジェクトへの助成金、そして国内外の
企業との戦略的提携を促進するための枠組みを提供します。これにより、インド国内
での投資を誘致し、技術移転を加速させることが期待されます。

人材育成: AIや量子コンピューティングといった新興技術分野では、高度な専門知識
を持つ人材が不可欠です。プログラムは、大学や研究機関と連携し、専門的なカリキ
ュラムの開発、奨学金制度、および国際的な専門家との交流を通じて、次世代の半導
体およびフロンティア技術エンジニアを育成します。

研究開発の促進: R&Dは、長期的な技術革新と競争力維持の鍵です。Semicon India

Programme 2.0は、基礎研究から応用研究まで、半導体技術のあらゆる側面における
イノベーションを奨励し、特に量子コンピューティングなどの分野でのブレークスル
ーを支援します。



背景と業界文脈

世界的な半導体不足と地政学的緊張は、各国が半導体サプライチェーンの自給自足と多
様化を追求する主要な要因となっています。インドは、その巨大な国内市場、豊富なエ
ンジニアリング人材、そして強固なITサービス産業を背景に、半導体分野での潜在的な
リーダーとして注目されています。Semicon India Programme 2.0は、この潜在能力を最
大限に引き出し、米国、欧州、日本など、他の主要国と同様に、半導体分野での戦略的
自律性を確立しようとするインドの明確な意志を反映しています。

今後の展望

このプログラムの承認は、インドの半導体産業にとって大きな追い風となります。AIや
量子コンピューティングといった次世代技術の開発と統合は、インド経済全体のデジタ
ル変革を加速させ、新たな産業機会を創出するでしょう。今後数年間で、インドは半導
体製造、設計、R&Dにおいて、世界的な主要プレーヤーの一つとしての地位を確立し、
グローバルなテクノロジーエコシステムにおける影響力をさらに拡大することが期待さ
れます。この取り組みは、単なる経済成長に留まらず、国家安全保障と技術的自律性に
も深く寄与します。

元記事: https://www.drishtiias.com/daily-updates/daily-news-analysis/cabinet-approves-semicon-20

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.drishtiias.com/daily-updates/daily-news-analysis/cabinet-approves-semicon-20


#25 Blockchain Computer Inc.が量子耐性暗号搭載の「自
律型AI経済向け信頼インフラ」発表

概要

Blockchain Computer Inc.は、量子耐性暗号（PQC）アーキテクチャを組み込んだ、自
律型AIシステム向けの新しい信頼インフラを発表した。このシステムは、AIと量子コ
ンピューティングが同時に世界のテクノロジーランドスケープを再構築するという認

識に基づき、ID認証情報、機密通信、AI制御システムを新たな暗号学的脅威から保護
することを目指す。この発表は、次世代のデジタル経済におけるセキュリティの基盤
を強化する重要な一歩となる。

公開日 2026年07月21日  openPR  アメリカ



詳細

主要成果

Blockchain Computer Inc.は、自律型AIシステムを支えるための新しいコンピューティン
グインフラストラクチャを発表しました。この革新的なインフラは、将来の量子コンピ
ューターによる攻撃にも耐えうる「量子耐性暗号（PQC）」アーキテクチャをその中核
に組み込んでいます。同社は、人工知能（AI）と量子コンピューティングが同時に世界
のテクノロジーランドスケープを根本的に再構築するという深い認識に基づき、ID認証
情報、機密通信、そしてAI制御システムを新たな暗号学的脅威から保護することを目指
しています。この発表は、次世代のデジタル経済における信頼とセキュリティの基盤を
強化する上で極めて重要な意味を持ちます。

技術詳細

量子耐性暗号（PQC）の統合: 新しいインフラは、現在の公開鍵暗号（RSAやECCな
ど）が将来の量子コンピューターによって効率的に解読されるリスクに対処するた
め、NISTによって標準化が進められているPQCアルゴリズムを組み込んでいます。
これにより、機密データの長期的な安全性が確保されます。

自律型AIシステムへの応用: 自律型AIシステムは、自動運転車、スマートグリッド、
ロボット工学など、多くの重要分野で利用が拡大しています。これらのシステムは、
意思決定の正確性と信頼性、そして外部からの不正アクセスに対する堅牢性が不可欠
です。PQCを統合することで、AIシステム間の通信や制御信号のセキュリティが大幅
に強化され、信頼性の高い自律性が保証されます。

ID認証情報と機密通信の保護: ユーザーのID認証情報や、企業および政府間の機密通
信は、量子コンピューターによる脅威の主要なターゲットとなります。Blockchain

Computer Inc.のソリューションは、これらのデジタル資産をPQCで保護すること
で、データ漏洩や傍受のリスクを最小限に抑えます。



背景と業界文脈

AIの急速な発展と量子コンピューティングの潜在的な脅威は、現代のサイバーセキュリ
ティ環境に新たな課題を突きつけています。特に、高度なAIシステムが国家安全保障や
重要インフラに深く組み込まれるにつれて、それらを保護するための強固なセキュリテ
ィ対策が不可欠となっています。量子耐性暗号は、この新たな脅威に対応するための国
際的な取り組みの中心にあり、政府や標準化団体は、PQCへの移行を積極的に推進して
います。Blockchain Computer Inc.のような企業は、このような未来のセキュリティニー
ズを先取りし、革新的なソリューションを提供することで、市場のリーダーシップを確
立しようとしています。

今後の展望

この新しい信頼インフラは、自律型AIシステムの安全性と信頼性を根本的に向上させ、
その広範な普及を加速させるでしょう。PQCの統合は、金融、防衛、医療、サプライチ
ェーンなど、あらゆる産業におけるデジタルデータの長期的な保護を保証します。
Blockchain Computer Inc.の取り組みは、AIと量子コンピューティングがもたらす技術変
革の時代において、セキュリティがイノベーションの妨げとなるのではなく、むしろそ
の基盤となるべきであるというビジョンを示しています。今後、同様の量子耐性セキュ
リティソリューションが、さらに多くの分野で採用されていくことが予想されます。

元記事: https://www.openpr.com/news/4582191/blockchain-computer-unveils-a-new-trust-

infrastructure-for

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.openpr.com/news/4582191/blockchain-computer-unveils-a-new-trust-infrastructure-for
https://www.openpr.com/news/4582191/blockchain-computer-unveils-a-new-trust-infrastructure-for


#26 量子科学技術研究開発機構、2026年度IFERC-CSCス
パコン利用公募開始：核融合研究を加速

概要

量子科学技術研究開発機構（QST）は、2026年度のIFERC-CSCスーパーコンピュータシ

ステム利用に関する公募を開始した。この公募は、日本の大学や研究機関に所属する
研究者を対象としており、国立核融合科学研究所と共同で運用しているPlasma

Simulatorスーパーコンピュータシステムの利用機会を提供する。この取り組みは、核
融合エネルギー研究における複雑なシミュレーションとデータ解析能力を強化し、日
本の科学技術発展に貢献することを目指している。

公開日 2026年07月22日  National Institutes for Quantum Science and Technology (QST)  日
本



詳細

主要成果

量子科学技術研究開発機構（QST）は、2026年度の「IFERC-CSCスーパーコンピュータ
システム」の利用に関する公募を正式に開始しました。この公募は、日本の大学および
研究機関に所属する科学者やエンジニアを対象としており、QSTが国立核融合科学研究
所と共同で運用する高性能な「Plasma Simulator」スーパーコンピュータシステムへの
アクセスを提供します。このイニシアチブは、特に核融合エネルギー研究のような計算
集約型科学分野における日本の研究能力を強化することを目的としており、複雑な物理
現象のモデリングとシミュレーションを可能にします。

技術・詳細

IFERC-CSCスーパーコンピュータシステム: このシステムは、国際核融合エネルギー
研究センター（IFERC）と計算科学研究センター（CSC）の協力のもとで運用されて
おり、核融合プラズマの挙動解析、材料科学、反応ダイナミクスなど、幅広い計算科
学分野に対応できる高度な計算資源を提供します。特に、大規模な数値シミュレーシ
ョンやデータ解析に特化しており、核融合炉設計やプラズマ物理学の基礎研究に不可
欠なツールとなっています。

Plasma Simulatorの役割: Plasma Simulatorは、核融合プラズマの閉じ込め、加熱、
不安定性といった現象を詳細にシミュレーションするための専用スーパーコンピュー
タです。これにより、実験では得られないミクロなデータや、極限条件でのプラズマ
挙動を予測することが可能となり、核融合エネルギーの実現に向けた研究開発を加速
させます。

公募の対象と目的: 公募は、日本の学術界および研究機関の研究者が、最先端の計算
資源を利用して、それぞれの研究テーマを進展させることを奨励しています。特に、
核融合科学、プラズマ物理学、計算物理学、材料科学といった分野での提案が期待さ
れており、これにより新たな科学的発見と技術革新を促進します。



背景と業界文脈

核融合エネルギーは、持続可能でクリーンなエネルギー源として世界的に注目されてお
り、その実現には国際協力と先端技術開発が不可欠です。QSTは、日本の核融合研究の
中心機関として、国際熱核融合実験炉（ITER）計画への貢献を含め、重要な役割を担っ
ています。このような高性能スーパーコンピュータシステムの利用機会を提供すること
は、研究コミュニティ全体の能力向上につながり、世界の核融合研究における日本のプ
レゼンスを高めます。また、量子科学技術研究開発機構という名称が示すように、量子
技術と核融合研究は、両方とも日本の科学技術戦略の柱であり、基礎科学と応用技術の
融合が進められています。

今後の展望

IFERC-CSCスーパーコンピュータシステムの継続的な利用機会の提供は、核融合エネル
ギー研究の進展に不可欠であり、日本のエネルギー安全保障と気候変動対策に貢献する
でしょう。このシステムは、次世代の核融合炉設計、効率的なプラズマ制御、および高
度な材料開発において、重要な計算基盤を提供し続けます。また、このような計算資源
へのアクセスは、若手研究者の育成にも寄与し、日本の科学技術分野の将来を担う人材
を確保する上でも重要な役割を果たすことが期待されます。

元記事: https://www.qst.go.jp/site/rokkasyo/46853.html

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.qst.go.jp/site/rokkasyo/46853.html


#27 Quantinuumとソフトバンクが共同白書：フォールト
トレラント時代の量子コンピューティング活用事例を拡大

概要

Quantinuumとソフトバンク株式会社は、フォールトトレラント量子コンピューティン
グの時代における量子化学およびグラフ解析における量子コンピューティングの実用
的なユースケースを概説する共同ホワイトペーパーを発表した。この共同研究は、ハ

ードウェアとアルゴリズムの進歩が産業アプリケーションをいつ可能にするかを評価
するためのフレームワークを提供する。ソフトバンクは、将来の量子AIデータセンタ
ーサービスにこのロードマップを活用する計画であり、日本の産業界における量子技

術の導入を加速させる。

公開日 2026年07月21日  PR Newswire  日本/アメリカ



詳細

主要成果

量子コンピューティングの世界的リーダーであるQuantinuumと日本の通信・テクノロ
ジー大手ソフトバンク株式会社は、フォールトトレラント量子コンピューティングの時
代における実用的な量子コンピューティングのユースケースに関する共同ホワイトペー
パーを発表しました。この画期的な提携は、量子化学シミュレーションとグラフ解析と
いう二つの主要分野に焦点を当て、量子ハードウェアとアルゴリズムの進歩が実際の産
業アプリケーションをいつ、どのように実現するかを評価するための具体的なフレーム
ワークを提示しています。ソフトバンクは、この共同開発のロードマップを将来の量子
AIデータセンターサービスの基盤として活用する計画であり、日本の産業界における量
子技術導入を加速させる重要な一歩となります。

技術詳細

量子化学アプリケーション: 量子コンピューティングは、分子構造の電子状態を高精
度でシミュレーションすることで、新薬開発、新素材設計、触媒反応の最適化に革命
をもたらす可能性を秘めています。このホワイトペーパーでは、既存の古典コンピュ
ーターでは計算が困難な大規模な分子系に対しても、フォールトトレラント量子コン
ピューターがどのように正確な結果を提供し得るかの具体的なシナリオが示されてい
ます。

グラフ解析アプリケーション: グラフ解析は、物流、ネットワーク最適化、金融モデ
リングなど多岐にわたる分野で重要な役割を果たします。量子コンピューティング
は、古典アルゴリズムでは扱いきれない複雑なグラフ問題に対して、より効率的な解
を見つけるアルゴリズムを提供します。共同白書では、特に大規模な輸送ネットワー
クの最適化や、複雑なサプライチェーンのリスク管理といった具体的なユースケース
が検討されています。

フォールトトレランスの重要性: 現在の量子コンピューターはエラー率が高いです
が、フォールトトレラント量子コンピューティングの実現により、エラーが自動的に
訂正され、大規模で信頼性の高い量子計算が可能になります。この共同白書は、この
フォールトトレラント時代における具体的なアプリケーションの導入時期と条件を評
価するための実践的な指針を提供します。



背景と業界文脈

量子コンピューティングの開発競争が世界中で加速する中、産業界は、この技術が具体
的にどのような価値をもたらすのか、そしていつ実用化されるのかという問いに直面し
ています。Quantinuumはトラップ型イオン量子コンピューターの分野で世界をリード
し、ソフトバンクはAI、通信、データセンターインフラにおける広範な専門知識を持っ
ています。この両社の連携は、理論的な量子優位性から、実際の産業ニーズに対応する
「有用な量子優位性」への移行を促進するための戦略的な動きです。特に、量子AIデー
タセンターの構想は、将来のデジタルインフラにおける量子技術の統合を示唆していま
す。

今後の展望

この共同ホワイトペーパーとソフトバンクの量子AIデータセンターへのロードマップ活
用は、量子コンピューティングの商業化を加速させる上で重要な役割を果たすでしょ
う。量子化学とグラフ解析におけるブレークスルーは、製薬、化学、物流、金融といっ
た主要産業におけるイノベーションを促し、新たなビジネス機会を創出します。将来的
には、この提携がさらに多様な産業分野での量子コンピューティングの適用を探索し、
社会全体のデジタル変革に貢献することが期待されます。これは、量子技術が経済と社
会に与える影響を理解し、準備を進める上で重要な指針となるでしょう。

元記事: https://www.prnewswire.com/jp/news-releases/quantinuumsoftbank-corp-302829162.html

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.prnewswire.com/jp/news-releases/quantinuumsoftbank-corp-302829162.html


#28 Quantum Computing Inc.（QCi）、ESOP向けに最大
1億1,852万ドルの普通株式シェルフ登録を申請：希薄化リ
スクと成長戦略

概要

Quantum Computing Inc.（QCi）は2026年7月、主にESOP（従業員株式所有計画）関

連プログラム向けに、最大1億1,852万米ドルの普通株式を発行するためのシェルフ登
録を申請した。この動きは、従業員へのインセンティブ付与と将来的な資金調達のた
めのQCiの柔軟性を高めるが、既存株主の所有権の希薄化につながる可能性がある。本

記事は、QCiの成長、研究開発、製造能力の拡大が株式による資金調達に大きく依存し
ている現状を強調し、投資家への影響を分析している。

公開日 2026年07月20日  Simply Wall St News  アメリカ



詳細

主要成果

量子コンピューティングソリューションプロバイダーであるQuantum Computing Inc.

（QCi）は、2026年7月に米国証券取引委員会（SEC）に対し、最大1億1,852万米ドル相
当の普通株式を発行するためのシェルフ登録（一括登録）を申請しました。この登録の
主な目的は、従業員株式所有計画（ESOP）に関連するプログラムへの資金提供です
が、これによりQCiは将来的な運転資金、研究開発、製造能力の拡大など、様々な資金
ニーズに対応するための柔軟性を獲得します。しかし、この動きは既存株主の所有権の
希薄化につながる可能性があるため、投資家にとっては慎重な評価が必要です。

財務詳細と戦略

シェルフ登録の目的: シェルフ登録は、企業が一定期間内に複数の有価証券発行を柔
軟に行えるようにする手続きです。QCiの場合、主にESOPを対象としていますが、将
来の市場機会や資金需要に応じて、追加の株式発行を行うための「棚卸し」として機
能します。これにより、迅速な資金調達が可能となり、競争の激しい量子コンピュー
ティング市場における同社の成長戦略をサポートします。

希薄化リスク: 新規株式の発行は、発行済み株式総数を増加させるため、既存株主が
保有する一株あたりの価値や議決権の比率を相対的に低下させる「希薄化」を引き起
こす可能性があります。QCiの株主は、この潜在的な希薄化の影響を評価する必要が
あります。

資金調達戦略: 本記事は、QCiの成長戦略、特に研究開発への継続的な投資と製造能
力の拡大が、株式による資金調達に大きく依存している現状を指摘しています。量子
コンピューティング技術の開発には巨額の資金が必要であり、株式発行はスタートア
ップ企業にとって一般的な資金調達手段です。

ESOPの重要性: ESOPは、優秀な人材を引きつけ、維持するための重要なインセンテ
ィブです。技術開発競争が激しい量子コンピューティング分野では、従業員に株式を
付与することで、彼らの長期的なモチベーションと企業へのコミットメントを高める
ことができます。



背景と業界文脈

量子コンピューティング業界は、まだ初期段階にあり、多くの企業が技術開発と市場開
拓のために大規模な投資を必要としています。QCiのようなスタートアップ企業にとっ
て、株式市場からの資金調達は成長を加速させるための重要な手段です。しかし、市場
の不確実性が高い中で、希薄化を伴う資金調達は、投資家の評価に影響を与える可能性
があります。投資家は、企業の技術的進歩、市場戦略、そして財務状況を総合的に判断
し、リスクとリターンのバランスを考慮する必要があります。

今後の展望

QCiのシェルフ登録は、同社が今後数年間で積極的な成長と技術開発を計画しているこ
とを示唆しています。ESOPへの資金提供は、優秀なエンジニアや研究者を確保し、技
術革新を推進するための重要な要素となるでしょう。投資家は、QCiがこの資金をどの
ように活用し、技術的マイルストーンを達成し、市場シェアを拡大していくかに注目す
る必要があります。希薄化リスクを管理しつつ、成長機会を最大化できるかが、QCiの
将来の成功を左右する鍵となるでしょう。

元記事: https://simplywall.st/ja/stocks/us/tech/nasdaq-qubt/quantum-

computing/news/51dd166347886a04

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://simplywall.st/ja/stocks/us/tech/nasdaq-qubt/quantum-computing/news/51dd166347886a04
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#29 韓国Raon Secure、NH農協損害保険に耐量子暗号
（PQC）を供給：金融界の量子セキュリティ競争が本格化

概要

韓国のRaon Secureは、KDB生命保険に続きNH農協損害保険にも耐量子暗号（PQC）
を供給し、金融業界の量子セキュリティ市場での取り組みを本格化させている。この
ソリューションは、顧客情報入力から認証、電子署名、取引承認まで、デジタル金融

サービスの主要区間にPQC技術を適用することでセキュリティを強化する。Raon

Secureは今後、金融および公共部門に加え、通信、プラットフォーム、医療、製造な
ど、大規模データを扱う他の産業にもPQCの適用範囲を拡大する計画である。

公開日 2026年07月20日  Maeil Business Newspaper  韓国



詳細

主要成果

韓国の主要なサイバーセキュリティ企業であるRaon Secureは、KDB生命保険に続き、
NH農協損害保険に対し耐量子暗号（PQC）ソリューションの供給を開始し、金融業界
における量子セキュリティ競争が本格化していることを示しました。この革新的なPQC

技術は、デジタル金融サービスのあらゆる主要段階、すなわち顧客情報の入力、本人認
証、電子署名、そして最終的な取引承認に至るまで適用され、エンドツーエンドのセキ
ュリティを大幅に強化します。Raon Secureは、この成功を足がかりに、金融セクター
だけでなく、公共サービス、通信、医療、製造といった大規模なデータを扱う幅広い産
業分野へのPQCソリューションの展開を加速させる計画です。

技術詳細

耐量子暗号（PQC）の採用: PQCは、将来的に登場しうる高性能量子コンピューター
による暗号解読の脅威に対抗するために設計された新しい暗号アルゴリズム群です。
NIST（米国国立標準技術研究所）による標準化が進められており、Raon Secureのソ
リューションはこれらの標準に準拠しています。これにより、既存の公開鍵暗号シス
テム（RSA、ECCなど）では達成できない、将来のセキュリティが確保されます。

デジタル金融サービスへの統合: Raon SecureのPQCソリューションは、オンラインバ
ンキング、モバイル決済、保険契約、デジタルウォレットなど、現代の金融サービス
に深く統合されます。具体的には、ユーザー認証における鍵交換、電子署名による取
引の真正性確保、およびデータ通信の機密性保護にPQCが適用され、潜在的な量子攻
撃から顧客の資産と情報を守ります。

エンドツーエンドセキュリティの強化: PQCの導入により、金融機関は、データが生
成されてから保存、送信、処理されるまでの全ライフサイクルにおいて、量子コンピ
ューターによる攻撃から保護される、より強固なセキュリティ体制を構築できます。
これは、金融サービスの信頼性と顧客の安心感を高める上で不可欠です。



背景と業界文脈

量子コンピューティングの発展は、現在のサイバーセキュリティ、特に金融機関が依存
している公開鍵暗号システムにとって、差し迫った脅威となっています。「Harvest

Now, Decrypt Later（今データを収集し、将来量子コンピューターで解読する）」とい
うリスクシナリオは、金融業界に深刻な懸念を抱かせています。そのため、韓国を含む
世界各国の金融規制当局は、耐量子暗号への移行を推奨または義務付け始めています。
Raon Secureのような企業が提供するPQCソリューションは、この移行を円滑に進める
上で不可欠であり、金融機関が未来のサイバー脅威から身を守るための競争を加速させ
ています。

今後の展望

Raon SecureによるNH農協損害保険へのPQC供給は、韓国金融業界における耐量子暗号
導入の大きな一歩となります。今後、同様のソリューションが、他の金融機関や、公
共、通信、医療、製造など、機密性の高い大規模データを扱うより広範な産業に波及し
ていくことが予想されます。PQC技術の普及は、デジタル経済全体のセキュリティイン
フラを強化し、量子コンピューティングの潜在的な破壊的影響から社会を守る上で、極
めて重要な役割を果たすでしょう。この動きは、国際的なサイバーセキュリティ戦略に
おける韓国のプレゼンスを高めることにも寄与します。

元記事: https://www.mk.co.kr/jp/it/12102325

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mk.co.kr/jp/it/12102325


#30 量子材料ハードウェアスタートアップが投資家の関心
を集め、約8000万米ドルの資金を調達

概要

Lux Researchのレポートによると、量子材料分野への投資が活発化しており、特に計
算効率の向上を目指すハードウェア系量子スタートアップが注目を集めています。
DiraqやQuantum Brillianceといった室温量子システム開発企業は、合計約8000万米ド

ルの資金を調達し、量子材料関連スタートアップは全体の資金調達額の約24%を占め
ました。これは、量子コンピューティングのハードウェア基盤が次の成長フェーズに
入ったことを示唆しており、今後5年間もニューロモルフィック材料と量子材料が主要

な投資対象として期待されます。

公開日 2026年07月17日  Lux Research  アメリカ



詳細

主要成果

Lux Researchの最新レポートによれば、量子材料分野への投資が顕著に増加しており、
特に計算効率の飛躍的向上を目指すハードウェア系量子スタートアップが投資家の強力
な関心を集めています。DiraqやQuantum Brillianceのような室温量子システムを開発す
る企業は、直近で合計約8000万米ドルの資金を調達し、これは量子材料関連スタートア
ップが追跡された総資金の約24%を占める規模です。

技術・市場詳細

投資動向: 量子材料分野全体の投資は、製造上の困難にもかかわらず増加傾向にあり
ます。これは、従来のシリコンベースのコンピューティング限界が近づく中で、新た
な材料によるブレークスルーへの期待が高いことを示しています。

注目企業: Diraqはシリコンキュービット技術を、Quantum Brillianceはダイヤモンド
中の窒素空孔中心（NVセンター）を利用した室温動作量子プロセッサを開発してお
り、それぞれが独自の材料科学アプローチで量子コンピューティングの課題を解決し
ようとしています。

資金調達: これらのハードウェアスタートアップへの約8000万米ドルの資金注入は、
実用的な量子コンピュータの実現には材料科学と製造技術の革新が不可欠であるとい
う市場認識を反映しています。

背景・業界文脈

量子コンピューティングは、その計算能力の可能性から、政府、研究機関、民間企業か
ら巨額の投資が継続されています。しかし、商用化への最大の障壁の一つは、安定した
高品質な量子ビット（キュービット）を大規模に製造できる材料の発見と、それらを効
率的に集積する技術の確立です。特に室温での動作は、現在の極低温冷却が必要な超伝
導量子ビットシステムと比較して、インフラコストと運用効率を劇的に改善する可能性
を秘めています。



今後の展望

Lux Researchは、今後5年間もニューロモルフィック材料と量子材料が主要な投資対象で
あり続けると予測しています。量子材料の進歩は、量子コンピューティングだけでな
く、センシング、通信、エネルギー貯蔵など、多岐にわたるハイテク分野におけるイノ
ベーションの基盤となると考えられています。この投資トレンドは、量子技術が研究室
から実用化のフェーズへと移行しつつあることを明確に示唆しており、材料科学におけ
るブレークスルーが今後の量子技術競争の鍵を握るでしょう。

元記事: https://luxresearchinc.com/blog/5-investment-trends-in-novel-electronic-materials/

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://luxresearchinc.com/blog/5-investment-trends-in-novel-electronic-materials/


#31 IBMがHRL Laboratoriesを買収し、量子コンピューテ
ィング能力を大幅に拡張

概要

IBMは、ボーイングとゼネラルモーターズが共同所有するHRL Laboratoriesを買収する
ことに合意しました。この戦略的買収は、IBMの量子コンピューティング能力を大幅
に拡大するもので、特にHRLが持つシリコンスピンキュービットおよびセンシング技

術の専門知識がIBMの既存ポートフォリオを強化します。今回の買収は、IBMが近年発
表した量子コンピューティングへの大規模投資計画や量子ファウンドリ設立の取り組
みをさらに加速させるものです。

公開日 2026年07月24日  GovCon Wire  アメリカ



詳細

主要成果

IBMは、航空宇宙大手ボーイングと自動車大手ゼネラルモーターズが共同所有する先進
的な研究機関HRL Laboratoriesを買収することで合意しました。この買収は、IBMが量
子コンピューティング分野におけるリーダーシップをさらに強化し、その能力を大幅に
拡張するための重要な戦略的ステップです。

技術・買収詳細

買収対象: HRL Laboratoriesは、70年以上の歴史を持つ研究開発企業で、特にシリコ
ンスピンキュービット技術や高度なセンシング技術において豊富な専門知識を有して
います。これらの技術は、将来の高性能量子コンピュータの基盤となる可能性を秘め
ています。

技術補完: HRLの持つシリコンスピンキュービット技術は、IBMがこれまで主に開発
してきた超伝導量子ビット技術とは異なるアプローチであり、IBMの量子ポートフォ
リオに多様性と堅牢性をもたらします。また、センシング技術は量子技術の応用範囲
を広げる上で重要です。

IBMの戦略: IBMは近年、量子コンピューティングに対して大規模な投資を継続して
おり、量子チップの製造拠点である量子ファウンドリの設立も発表しています。今回
のHRL買収は、これらの先行する投資と相まって、IBMの量子エコシステム全体を強
化するものです。

背景・業界文脈

量子コンピューティング分野は、世界中の主要なテック企業や国家が激しい競争を繰り
広げています。IBMは、量子コンピュータの性能向上と商用化に向けて、ハードウェア
からソフトウェア、応用アルゴリズムに至るまで多角的なアプローチを進めてきまし
た。HRL Laboratoriesの買収は、特にスケーラブルで高性能な量子ハードウェアの実現
に向けた、材料科学とデバイス物理学における最先端の研究開発能力を取り込むことを
意味します。シリコンスピンキュービットは、既存の半導体製造インフラを活用できる
可能性があり、将来的な量産化への道を開くかもしれません。



今後の展望

この買収により、IBMは量子コンピューティングのハードウェア開発における技術的優
位性をさらに高めると予想されます。HRLの専門知識を統合することで、IBMはより高
性能で信頼性の高い量子プロセッサの開発を加速し、最終的には実用的な量子コンピュ
ーティングアプリケーションの提供を早めることが可能になるでしょう。これは、金
融、医療、材料科学など、量子コンピューティングが変革をもたらすとされる幅広い産
業分野において、IBMの競争力を一層強化する動きです。

元記事: https://www.govconwire.com/articles/ibm-buy-hrl-laboratories-quantum-computing

収集日: 2026年07月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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